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学
園
૑
立
一
一
ʓ
प
೥
を
ܴ
え
る
に
あ
た
り
、教
育
理
念

「
人
間
に
な
ろ
う
」に
য
఺
を
当
て
ま
し
た
。人
間
に
な
ろ
う
の

࢝
ま
り
は
、一
۝
࿡
ೋ
೥
ॳ
代
学
園
長
椙
山
正
࿺
ઌ
生
が「
人
間

ڮ
由
དྷ
ه
」に
Ҩ
さ
れ
た
言
葉
で
す
。こ
の
教
育
理
念
に
つ
い

て
、
ݱ
学
園
長
椙
山
正
߂
ઌ
生
は
ೋ
ʓ
一
ೋ
೥ứ
ࢳ
٠
Ừの
ר

಄
言
に
お
い
て
、「
人
間
」に「
な
る
」と
は
ᶃủ
ͻ
と
を
େ
੾
に

で
き
る
ਓ
ؒ
Ứ
、ᶄủ
ͻ
と
と
ࢧ
͑
͋
͑
る
ਓ
ؒ
Ứ、ᶅủ
ࣗ
Β

͕
Μ
͹
Ε
る
ਓ
ؒ
Ứで
あ
る
と
ఏ
এ
さ
れ
、一
人
の
人
間
と
し
て

ݸ
性
を
։
Ֆ
さ
せ
、人
と
の
ڠ
ௐ
・
連
帯
を
大
事
に
し
て
、自
ら

が
こ
の
よ
う
な「
人
間
に
な
ろ
う
」と
実
ફ
す
る
自
֮
と
ओ
体

性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
ड़
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ࠓ
߸
で
は
、「
人
間
」に「
な
る
」と
は
の
ࡾ
つ
の
こ
と
、

そ
れ
ͧ
れ
を
実
ࡍ
に
体
ݱ
さ
れ
て
い
る
同
૭
生
ࡾ
名
の
活
༂
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

（ứ
ࢳ
٠
ೋ
ʓ
一
ೋ
Ừר
಄
言
　
教
育
理
念「
人
間
に
な
ろ
う
」、椙
山
ྺ
࢙
文
Խ
ؗ

Ψ
イ
υừ
人
間
ڮ
と
教
育
理
念「
人
間
に
な
ろ
う
」Ửよ
り
ൈ
ਮ
）

椙山女学園
110周年記念特集

ॳ୅ֶԂ௕ɾཧࣄ௕ ੀ山ਖ਼࿺
（す͗ やまɾまさかͣʗ1879～196�）
（昭和37年ʮ人間ڮ由来記ʯ人間ڮ൞のൾ文より）

ڭ
ҭ
ཧ
೦

ủ
ਓ
ؒ
に
ͳ
Ζ
͏
Ứͱ
͸

古人の歌に

「人となれ人　人となせ人」

というのがある。

人間完成、

これこそ学園創設の精神であり、

学校教育終局の目標である。

諸君よ、人間になろう。

　
タ
レ
ン
ト
の
ほ
か
多
方
໘
で
活
༂
し
て
い
る

ݪ
ా
さ
ん
は
、な
か
で
も
人
や
ࣾ
会
に
優
し
く
自
વ

保
護
に
も
つ
な
が
る
ϑ
ỻ
ア
ト
レ
ー
υ
に
ݒ
໋
に

取
り
૊
ん
で
い
る
。そ
の
き
っ
か
け
は
、ଔ
ۀ
後

パ
リ
΁
ཹ
学
、そ
の
後
࠶
ͼ
๚
れ
た
パ
リ
ٴ
ͼ

+
I
$
"
の
活
動
に
お
い
て
ܦ、
ࡁ
大
ࠃ
の
࿪
や

్
্
ࠃ
で
ශ
ࠔ
に
ۤ
し
む
人
々
、特
に
子
ど
も
の

ݱ
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、何
と
か
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
る
ݱ。
ࡏ
൴

女
は
、ϑ
ỻ
ア
ト
レ
ー
υ
を
取
り
入
れ
た
名
古
屋
の

֗
づ
く
り
の
た
め
に
、஍
Ҭ
や
自
࣏
体
と
ڞ
に
ϑ
ỻ

ア
ト
レ
ー
υ
の「
タ
ウ
ン
認
定
」を
目
ࢦ
し
て
ӡ
動
を

ల
։
。自
身
も
ϑ
ỻ
ア
ト
レ
ー
υ
੡
඼
や
オ
ー
Ψ

ニ
ッ
ク
素
ࡐ
の
エ
シ
Χ
ル
・

ϑ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
の
ઐ
໳
ళ
を

ܦ
Ӧ
し
、్
্
ࠃ
の
生
活

向
্
に
ڠ
力
し
て
い
る
。

「
み
ん
な
স
إ
に
」
を

目
ඪ
に
多
֯
的
に
ア
プ

ϩ
ー
ν
し
て
い
る
。

ਓɺࣾ ձɺڥ؀΁ͷ͍ࢥ΍Γ
ϑΣΞτϨʔυ

λϨϯτɾ࣮ ͞ ాݪՈɹۀ ͱΈ Μ͞

ͻとを
大੾に

で͖Δ人間

ࣗら
がん͹れΔ

人間

ͻとと
えあえΔࢧ

人間

高校卒（)22）、ʠυϦʔϜεʡ（)22～2�）、
現ࡏʠژ౎ϑϩʔϥʡॴଐ。֎໺ख ࠨ౤
֯。ଧࠨ ୩৆（.71）（)26）、टҐଧऀ

、ଟ安ଧ（)2�、)25࠷、（26(、�2(）
༏लकඋ཰֎໺ख部໳（)22）等࠷、（26(

　
小
さ
い
ࠒ
か
ら
の
ເ
は
女
子
プ
ϩ
໺
ٿ

選
手
。໺
ٿ
大
好
き
の
গ
女
は
小
学
校
�

೥
生
の
時
ނ、
ڷ
一
ٶ
の
গ
೥
໺
ٿ
グ
ラ

ン
υ
で
の
࿅
習
ࢼ
合
で
ϑ
ỻ
ン
ス
オ
ー

バ
ー
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
ଧ
つ
。中
学
校
�

೥
か
ら
ア
マ
ν
ュ
ア
໺
ٿ
ν
ー
ム
に
所
属

し
、།
一
の
女
子
選
手
と
し
て
人
気
を
ू

め
た
。൴
女
は
言
うἔ
好
き
ἕだ
か
ら
。椙
山
高
校
ࡏ
学
中

は
テ
ニ
ス
部
ओ
ক
と
し
て
ベ
ス
ト
�
入
り
に
ߩ
ݙ
。し
か

し
、໺
ٿ
に
対
す
る
情
೤
は
ԡ
さ
え
೉
く
、�
�
�
�
೥
、

日
本
女
子
プ
ϩ
໺
ٿ
機
ߏ
に
よ
る
ୈ
�
ճ
合
同
ト
ラ
イ

ア
ウ
ト（
入
ஂ
テ
ス
ト
）を
受
験
し
、見
事
合
֨
、η
ン

タ
ー
の
レ
Ϊ
ュ
ラ
ー
を
֫
ಘ
、長
ଧ
཰
リ
ー
グ
�
Ґ
の
成

੷
を
残
し
た
ݱ。
ࡏ
は「
ژ
౎
ϑ
ϩ
ー
ラ
」の
ओ
ক
。ベ
ス

ト
ナ
イ
ン（
外
໺
手
）と
.
7
P（
֯
୩
৆
）౳
に
ً
く
。

ࡾ
Ӝ
ҏ
৫
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
η
ー
δ

大
好
き
な
こ
と
を
৬
ۀ
と
し
て
日
໷
ྭ
ん
で
い
け
る
こ

と
に
ຬ
଍
と
感
ँ
で
す
。そ
し
て
女
子
プ
ϩ
の
໺
ٿ
が
メ

δ
ャ
ー
な
ス
ϙ
ー
ツ
と
し
て
ً
き
、ए
い
人
達
の
؍
ઓ
・

Ԡ
ԉ・ࢀ
Ճ
を
ئ
っ
て
い
ま
す
。

ເɺ࣮ ͔ͬ޲ʹݱ ʂͯ

೔ຊঁࢠϓϩ໺ٿબखɹࡾӜ ҏ৫͞Μ
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P r o f i l e

P r o f i l e

ςΠϥʔɾΞンμʔιン記念ۚجઋ୆ࣄ຿ॴ
ॴ௕、౦日ຊ大਒ࡂこͲもະ来ࣄۚج຿
の฼、Ո੓学部卒ࣇ2ॅࡏࢢઋ୆、ہ

（)7）およͼΠʔελンϛγΨン大学卒ۀ

　
�
�
�
�
೥
3
݄
11
日
ࡾ、
཮
ԭ
を
਒
ݯ
と
す
る

.
��0
の
ࠃ
内
؍
測
࢙
্
最
大
の
஍
਒
が
ൃ
生
し
、

�00
　
に
ٴ
ぶ
Ԋ
؛
部
΁
の
௡
೾
に
�
ສ
人
༨
の
人

が
٘
ਜ਼
と
な
り
޾、
い
໋
は
ॿ
か
っ
て
も
Ո
は
ྲྀ
さ

れ
、生
活
そ
の
も
の
が
ࠜ
こ
そ
ぎ
に
ࣦ
わ
れ
て
し
ま
っ

た
人
々
が
自
ら
立
ち
্
が
り
、知
人
・
友
人
・
ྡ
人

を
通
し
て
力
強
く
前
を
向
い
て
い
た
人
た
ち
が
୔
山

い
た
こ
と
を
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
௖
き
た
い
と
の
思

い
で
表
題
と
同
じ
題
名
で
日
ӳ
対
༁
の
本
を
出
൛
。

൵
ܶ
か
ら
3
೥
間
の
ه
࿥
で
あ
る
。な
か
で
も
ӳ
語

ࢦ
導
教
ࢣ
と
し
て
དྷ
日
、ੴ
ר
市
内
の
༮
・
小
・
中
学

校
に
ۈ
຿
し
て
い
た
ނ
テ
イ
ラ
ー
・ア
ン
μ
ー
ソ
ン
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
を
ٹ
う
༐
׶
な
٘
ਜ਼
、͝
྆
親
の
෮

興
΁
の
ԉ
ॿ
。そ
の
ଞ
多
਺
の
方
々
が
࣍
々
と
立
ち
্

が
り
、൵
し
み
を
৐
り
ӽ
え
෮
興
の
ୈ
一
า
を
ࠁ
ん
だ

ه
࿥
で
あ
り
、

人
と
人
と
の
ܨ

が
り
の
強
さ
と

そ
の
大
切
さ
を

語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

ʮ�ɾ��ͭΉ͕ΕΏ͘ឺʯ
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ϑΣΞトϨʔυɾΤγΧϧɾϑΝογϣンのઐ໳ళにて

ςΠϥʔɾΞンμʔιン先生のご྆਌と石ר日日新ฉのน新ฉのલで
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学
園
૑
立
一
一
ʓ
प
೥
を
ܴ
え
る
に
あ
た
り
、教
育
理
念

「
人
間
に
な
ろ
う
」に
য
఺
を
当
て
ま
し
た
。人
間
に
な
ろ
う
の

࢝
ま
り
は
、一
۝
࿡
ೋ
೥
ॳ
代
学
園
長
椙
山
正
࿺
ઌ
生
が「
人
間

ڮ
由
དྷ
ه
」に
Ҩ
さ
れ
た
言
葉
で
す
。こ
の
教
育
理
念
に
つ
い

て
、
ݱ
学
園
長
椙
山
正
߂
ઌ
生
は
ೋ
ʓ
一
ೋ
೥ứ
ࢳ
٠
Ừの
ר

಄
言
に
お
い
て
、「
人
間
」に「
な
る
」と
は
ᶃủ
ͻ
と
を
େ
੾
に

で
き
る
ਓ
ؒ
Ứ
、ᶄủ
ͻ
と
と
ࢧ
͑
͋
͑
る
ਓ
ؒ
Ứ、ᶅủ
ࣗ
Β

͕
Μ
͹
Ε
る
ਓ
ؒ
Ứで
あ
る
と
ఏ
এ
さ
れ
、一
人
の
人
間
と
し
て

ݸ
性
を
։
Ֆ
さ
せ
、人
と
の
ڠ
ௐ
・
連
帯
を
大
事
に
し
て
、自
ら

が
こ
の
よ
う
な「
人
間
に
な
ろ
う
」と
実
ફ
す
る
自
֮
と
ओ
体

性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
ड़
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ࠓ
߸
で
は
、「
人
間
」に「
な
る
」と
は
の
ࡾ
つ
の
こ
と
、

そ
れ
ͧ
れ
を
実
ࡍ
に
体
ݱ
さ
れ
て
い
る
同
૭
生
ࡾ
名
の
活
༂
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

（ứ
ࢳ
٠
ೋ
ʓ
一
ೋ
Ừר
಄
言
　
教
育
理
念「
人
間
に
な
ろ
う
」、椙
山
ྺ
࢙
文
Խ
ؗ

Ψ
イ
υừ
人
間
ڮ
と
教
育
理
念「
人
間
に
な
ろ
う
」Ửよ
り
ൈ
ਮ
）
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110周年記念特集

ॳ୅ֶԂ௕ɾཧࣄ௕ ੀ山ਖ਼࿺
（す͗ やまɾまさかͣʗ1879～196�）
（昭和37年ʮ人間ڮ由来記ʯ人間ڮ൞のൾ文より）

ڭ
ҭ
ཧ
೦

ủ
ਓ
ؒ
に
ͳ
Ζ
͏
Ứͱ
͸

古人の歌に

「人となれ人　人となせ人」

というのがある。

人間完成、

これこそ学園創設の精神であり、

学校教育終局の目標である。

諸君よ、人間になろう。

　
タ
レ
ン
ト
の
ほ
か
多
方
໘
で
活
༂
し
て
い
る

ݪ
ా
さ
ん
は
、な
か
で
も
人
や
ࣾ
会
に
優
し
く
自
વ

保
護
に
も
つ
な
が
る
ϑ
ỻ
ア
ト
レ
ー
υ
に
ݒ
໋
に

取
り
૊
ん
で
い
る
。そ
の
き
っ
か
け
は
、ଔ
ۀ
後

パ
リ
΁
ཹ
学
、そ
の
後
࠶
ͼ
๚
れ
た
パ
リ
ٴ
ͼ

+
I
$
"
の
活
動
に
お
い
て
ܦ、
ࡁ
大
ࠃ
の
࿪
や

్
্
ࠃ
で
ශ
ࠔ
に
ۤ
し
む
人
々
、特
に
子
ど
も
の

ݱ
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、何
と
か
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
る
ݱ。
ࡏ
൴

女
は
、ϑ
ỻ
ア
ト
レ
ー
υ
を
取
り
入
れ
た
名
古
屋
の

֗
づ
く
り
の
た
め
に
、஍
Ҭ
や
自
࣏
体
と
ڞ
に
ϑ
ỻ

ア
ト
レ
ー
υ
の「
タ
ウ
ン
認
定
」を
目
ࢦ
し
て
ӡ
動
を

ల
։
。自
身
も
ϑ
ỻ
ア
ト
レ
ー
υ
੡
඼
や
オ
ー
Ψ

ニ
ッ
ク
素
ࡐ
の
エ
シ
Χ
ル
・

ϑ
Ỹ
ッ
シ
ョ
ン
の
ઐ
໳
ళ
を

ܦ
Ӧ
し
、్
্
ࠃ
の
生
活

向
্
に
ڠ
力
し
て
い
る
。

「
み
ん
な
স
إ
に
」
を

目
ඪ
に
多
֯
的
に
ア
プ

ϩ
ー
ν
し
て
い
る
。

ਓɺࣾ ձɺڥ؀΁ͷ͍ࢥ΍Γ
ϑΣΞτϨʔυ

λϨϯτɾ࣮ ͞ ాݪՈɹۀ ͱΈ Μ͞

ͻとを
大੾に

で͖Δ人間

ࣗら
がん͹れΔ

人間

ͻとと
えあえΔࢧ

人間

高校卒（)22）、ʠυϦʔϜεʡ（)22～2�）、
現ࡏʠژ౎ϑϩʔϥʡॴଐ。֎໺ख ࠨ౤
֯。ଧࠨ ୩৆（.71）（)26）、टҐଧऀ

、ଟ安ଧ（)2�、)25࠷、（26(、�2(）
༏लकඋ཰֎໺ख部໳（)22）等࠷、（26(

　
小
さ
い
ࠒ
か
ら
の
ເ
は
女
子
プ
ϩ
໺
ٿ

選
手
。໺
ٿ
大
好
き
の
গ
女
は
小
学
校
�

೥
生
の
時
ނ、
ڷ
一
ٶ
の
গ
೥
໺
ٿ
グ
ラ

ン
υ
で
の
࿅
習
ࢼ
合
で
ϑ
ỻ
ン
ス
オ
ー

バ
ー
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
ଧ
つ
。中
学
校
�

೥
か
ら
ア
マ
ν
ュ
ア
໺
ٿ
ν
ー
ム
に
所
属

し
、།
一
の
女
子
選
手
と
し
て
人
気
を
ू

め
た
。൴
女
は
言
うἔ
好
き
ἕだ
か
ら
。椙
山
高
校
ࡏ
学
中

は
テ
ニ
ス
部
ओ
ক
と
し
て
ベ
ス
ト
�
入
り
に
ߩ
ݙ
。し
か

し
、໺
ٿ
に
対
す
る
情
೤
は
ԡ
さ
え
೉
く
、�
�
�
�
೥
、

日
本
女
子
プ
ϩ
໺
ٿ
機
ߏ
に
よ
る
ୈ
�
ճ
合
同
ト
ラ
イ

ア
ウ
ト（
入
ஂ
テ
ス
ト
）を
受
験
し
、見
事
合
֨
、η
ン

タ
ー
の
レ
Ϊ
ュ
ラ
ー
を
֫
ಘ
、長
ଧ
཰
リ
ー
グ
�
Ґ
の
成

੷
を
残
し
た
ݱ。
ࡏ
は「
ژ
౎
ϑ
ϩ
ー
ラ
」の
ओ
ক
。ベ
ス

ト
ナ
イ
ン（
外
໺
手
）と
.
7
P（
֯
୩
৆
）౳
に
ً
く
。

ࡾ
Ӝ
ҏ
৫
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
η
ー
δ

大
好
き
な
こ
と
を
৬
ۀ
と
し
て
日
໷
ྭ
ん
で
い
け
る
こ

と
に
ຬ
଍
と
感
ँ
で
す
。そ
し
て
女
子
プ
ϩ
の
໺
ٿ
が
メ

δ
ャ
ー
な
ス
ϙ
ー
ツ
と
し
て
ً
き
、ए
い
人
達
の
؍
ઓ
・

Ԡ
ԉ・ࢀ
Ճ
を
ئ
っ
て
い
ま
す
。

ເɺ࣮ ͔ͬ޲ʹݱ ʂͯ

೔ຊঁࢠϓϩ໺ٿબखɹࡾӜ ҏ৫͞Μ

P r o f i l e

P r o f i l e

P r o f i l e

ςΠϥʔɾΞンμʔιン記念ۚجઋ୆ࣄ຿ॴ
ॴ௕、౦日ຊ大਒ࡂこͲもະ来ࣄۚج຿
の฼、Ո੓学部卒ࣇ2ॅࡏࢢઋ୆、ہ

（)7）およͼΠʔελンϛγΨン大学卒ۀ

　
�
�
�
�
೥
3
݄
11
日
ࡾ、
཮
ԭ
を
਒
ݯ
と
す
る

.
��0
の
ࠃ
内
؍
測
࢙
্
最
大
の
஍
਒
が
ൃ
生
し
、

�00
　
に
ٴ
ぶ
Ԋ
؛
部
΁
の
௡
೾
に
�
ສ
人
༨
の
人

が
٘
ਜ਼
と
な
り
޾、
い
໋
は
ॿ
か
っ
て
も
Ո
は
ྲྀ
さ

れ
、生
活
そ
の
も
の
が
ࠜ
こ
そ
ぎ
に
ࣦ
わ
れ
て
し
ま
っ

た
人
々
が
自
ら
立
ち
্
が
り
、知
人
・
友
人
・
ྡ
人

を
通
し
て
力
強
く
前
を
向
い
て
い
た
人
た
ち
が
୔
山

い
た
こ
と
を
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
௖
き
た
い
と
の
思

い
で
表
題
と
同
じ
題
名
で
日
ӳ
対
༁
の
本
を
出
൛
。

൵
ܶ
か
ら
3
೥
間
の
ه
࿥
で
あ
る
。な
か
で
も
ӳ
語

ࢦ
導
教
ࢣ
と
し
て
དྷ
日
、ੴ
ר
市
内
の
༮
・
小
・
中
学

校
に
ۈ
຿
し
て
い
た
ނ
テ
イ
ラ
ー
・ア
ン
μ
ー
ソ
ン
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
を
ٹ
う
༐
׶
な
٘
ਜ਼
、͝
྆
親
の
෮

興
΁
の
ԉ
ॿ
。そ
の
ଞ
多
਺
の
方
々
が
࣍
々
と
立
ち
্

が
り
、൵
し
み
を
৐
り
ӽ
え
෮
興
の
ୈ
一
า
を
ࠁ
ん
だ

ه
࿥
で
あ
り
、

人
と
人
と
の
ܨ

が
り
の
強
さ
と

そ
の
大
切
さ
を

語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

ʮ�ɾ��ͭΉ͕ΕΏ͘ឺʯ
ੈք΁ͷൃ৴

ϑϦʔϥϯε຋༁ ɾऀ௨༁ɹాࣉ ඒึࢠ Μ͞

ˎ

ˎශݮ࡟ࠔとෆ౰࿑ಇのվળ、環境อ護につながΔެ正な๵қのしくみ

̺̼

ϑΣΞトϨʔυɾΤγΧϧɾϑΝογϣンのઐ໳ళにて

ςΠϥʔɾΞンμʔιン先生のご྆਌と石ר日日新ฉのน新ฉのલで

*#$ύϒϦογンά（ג）より出版。
ҹ੫は石ࢢרϘϥンςΟΞஂମにد෇。
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27.1
竹中

27.1.�1
佐々木

27.�.4
竹中

27.4.1
竹中

27.4.18
Ԟଜ

27.5.11
小木曽

地域交流！

皇太子殿下ご来校！

クラブ活動！

各部学科ゼミが
地域とコラボ！

小学校

中学校・高校

大学

みなさん、知ってましたかぁ？

これからも椙山の名をさらに轟かせましょう〜！

椙山女学園ってこんなにすごかったんだ～！

素晴らしい伝統と、さらに発展し続ける椙山。 誇れる母校を再確認★

中心部にデザインされた△は杉の木であると同時に、知（知

育）・徳（徳育）・体（体育）を表し、周りの円と縦直線は山を表

しています。円上部の空間は、杉の木が成長していくように、

わたしたちの人間性も無限に向上発達していけるようにとの

願いが込められているんです。

この学園章は大正10年、生徒によるデザインの中から投票に

よって選ばれたそうですよ！

名古屋フィルハーモニー

交響楽団とともに

市民会館のステージへ。

また、覚王山参道ミュージアム

への作品出品や東山動物園との

連携など、地域交流が盛んです！

水泳・バレー・放送など、クラブ

活動でも全国的に大活躍の椙

山。最近注目されているのが

ダンスクラブ！中学では数々

の全国大会に出場。高校でも

ストリートダンスクラブが全

国大会に出場していますよ！

2014年7月10日、献血事業に関する4つのテーマを

B紙にまとめて発表する場面を日本赤十字社名誉副

総裁である皇太子殿下にご覧いただきました！

東山動植物園と共同制作した映

像作品が、科学技術映画祭で「特

別奨励賞」を受賞！

全国15ヵ所で上映されました！

椙高サッカー部が初の全国大会で健闘！

星が丘・日進・

山添キャンパス

の売店でどうぞ！

★保育園から大学院まである女子校として中部地方

で唯一！従来の幼稚園はもとより、平成27年度より

0歳児から2歳児までを対象に保育園を開設！

★大学は、7学部を持つ総合女子大学として日本一！

ぞ！

毎朝8：30、山添キャンパスで奏鳴係の生徒によって演奏さ

れ学園の一日の始まりを告げる金剛鐘。大正10年、創設者

はアメリカ視察の際にカリフォルニア大学のカリヨンを見

学。ぜひ我が学園にも・・・と注文し、昭和6年、10年の歳月

を経て10個の鐘が到着しました。その後、演奏した曲が、明

治天皇の后・昭憲皇太后作詞の小学校唱歌「金剛石」であっ

たことから、「金剛鐘」という名がつけられたのです！

ちなみに「金剛石」とはダイヤモンドのこと。磨かれて磨か

れて美しい輝きを放つ金剛石は、「人間になろう」の教育方

針に通じる象徴でもありますね！

2012年6月、学園内で約40年前から使われているチェック柄を

国際登録。タータン発祥の地、スコットランドで世界のタータン

柄の認定を行う政府行政機関・

「スコットランド・タータン登記所

（The Scottish Register of Tartans）」

に申請し、正式登録されました！

名称は「SUGIYAMA Tartans」。

学園の公式タータンチェックとし、

各種アイテムで使用展開しています。

東山植物園・星が丘テラスの

ライトアップやファッションショー、

星ヶ丘三越で学生が提案した

お弁当を商品化など話題騒然！

ストリートダンスクラブが全

国大会に出場しています

皇太子殿下ご来校！

椙山女学園
110周年記念特集

������

27.1
竹中

27.1.�1
佐々木

27.�.4
竹中

27.4.1
竹中

27.4.18
Ԟଜ

27.5.11
小木曽

地域交流！

皇太子殿下ご来校！

クラブ活動！

各部学科ゼミが
地域とコラボ！

小学校

中学校・高校

大学

みなさん、知ってましたかぁ？

これからも椙山の名をさらに轟かせましょう〜！

椙山女学園ってこんなにすごかったんだ～！

素晴らしい伝統と、さらに発展し続ける椙山。 誇れる母校を再確認★

中心部にデザインされた△は杉の木であると同時に、知（知

育）・徳（徳育）・体（体育）を表し、周りの円と縦直線は山を表

しています。円上部の空間は、杉の木が成長していくように、

わたしたちの人間性も無限に向上発達していけるようにとの

願いが込められているんです。

この学園章は大正10年、生徒によるデザインの中から投票に

よって選ばれたそうですよ！

名古屋フィルハーモニー

交響楽団とともに

市民会館のステージへ。

また、覚王山参道ミュージアム

への作品出品や東山動物園との

連携など、地域交流が盛んです！

水泳・バレー・放送など、クラブ

活動でも全国的に大活躍の椙

山。最近注目されているのが

ダンスクラブ！中学では数々

の全国大会に出場。高校でも

ストリートダンスクラブが全

国大会に出場していますよ！

2014年7月10日、献血事業に関する4つのテーマを

B紙にまとめて発表する場面を日本赤十字社名誉副

総裁である皇太子殿下にご覧いただきました！

東山動植物園と共同制作した映

像作品が、科学技術映画祭で「特

別奨励賞」を受賞！

全国15ヵ所で上映されました！

椙高サッカー部が初の全国大会で健闘！

星が丘・日進・

山添キャンパス

の売店でどうぞ！

★保育園から大学院まである女子校として中部地方

で唯一！従来の幼稚園はもとより、平成27年度より

0歳児から2歳児までを対象に保育園を開設！

★大学は、7学部を持つ総合女子大学として日本一！

毎朝8：30、山添キャンパスで奏鳴係の生徒によって演奏さ

れ学園の一日の始まりを告げる金剛鐘。大正10年、創設者

はアメリカ視察の際にカリフォルニア大学のカリヨンを見

学。ぜひ我が学園にも・・・と注文し、昭和6年、10年の歳月

を経て10個の鐘が到着しました。その後、演奏した曲が、明

治天皇の后・昭憲皇太后作詞の小学校唱歌「金剛石」であっ

たことから、「金剛鐘」という名がつけられたのです！

ちなみに「金剛石」とはダイヤモンドのこと。磨かれて磨か

れて美しい輝きを放つ金剛石は、「人間になろう」の教育方

針に通じる象徴でもありますね！

2012年6月、学園内で約40年前から使われているチェック柄を

国際登録。タータン発祥の地、スコットランドで世界のタータン

柄の認定を行う政府行政機関・

「スコットランド・タータン登記所

（The Scottish Register of Tartans）」

に申請し、正式登録されました！

名称は「SUGIYAMA Tartans」。

学園の公式タータンチェックとし、

各種アイテムで使用展開しています。

東山植物園・星が丘テラスの

ライトアップやファッションショー、

星ヶ丘三越で学生が提案した

お弁当を商品化など話題騒然！

椙山女学園
110周年記念特集
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27.3.5
竹中

27.4.15
佐々木

27.4.18
奥村

27.4.21
佐々木

27.5.7
佐々木

27.5.11
小木曽

27.5.12
桑原

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、日
々
ご
健
勝
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
同
窓
会

の
運
営
に
、ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
３
年
間
の
任
期

満
了
を
迎
え
、会
長
選
挙
の
結
果
２
期
目
も
引
き

続
き
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
と

同
様
、皆
様
の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
務
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
園
同
窓
会
は
、各
学
校
同
窓
会
と
各
支
部
の

活
動
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、同
窓
会
全
体
が

元
気
に
活
発
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、

同
窓
生
多
数
の
参
加
が
あ
っ
て
の
こ
と
、参
加
し
や
す

い
環
境
作
り
も
必
要
で
す
。ま
た
組
織
を
運
営
し
て

い
く
た
め
の
基
本
に
あ
る
会
則
、そ
の
他
各
分
野
に
つ

い
て
も
新
し
い
目
で
確
認
し
検
討
を
重
ね
よ
り
よ
い

形
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、椙
山
女
学
園
創
立
110
周
年
と
い
う
記

念
の
年
で
す
。学
園
同
窓
会
と
し
て
11
月
7
日（
土
）

に
記
念
総
会
･
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
ま
せ
。同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
振
込
用
紙
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
皆
様
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ

て
、ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
会
長
　
　 

篠
﨑
桂
子

　
　
副
会
長
　 

佐
々
雅
代
　
伊
東
初
美

　
　
書
記
　
　 

山
岸
保
子
　
関
知
里

　
　
会
計
　
　 

早
田
芳
子
　
田
口
佳
代

祝
賀
会
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す

学
園
同
窓
会
会
長
　
篠
﨑
　
桂
子

椙
山
女
学
園
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
度
に

学
園
創
立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
ず
こ
の
10
年
間
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
学
園
教
職
員
並
び
に
在
学（
校
）生
、卒

業
生
の
物
故
者
追
悼
式
を
5
月
30
日
に
行
い
ま

し
た
。ま
た
同
日
に
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
創

立
記
念
の
式
を「
学
園
創
立
一
一
〇
周
年
記
念

式
典
」と
銘
打
っ
て
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の

10
年
間
の
学
園
史
を
記
念
事
業
を
含
め
て
来
年

編
纂
い
た
し
ま
す
。

次
に
一
一
〇
周
年
を
期
し
て
学
園
教
育
の

発
展
を
め
ざ
す
学
園
資
金
充
実
の
た
め
に
、寄

付
金
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
寄
付
金
に

つ
い
て
は
、2
0
0
0
円
を
超
え
る
場
合
、所
得

の
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
限
度
と
す
る
額
を
当
年
度

所
得
か
ら
差
し
引
く
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、学
園
発
展
の
た
め
に
是
非
多
額

の
ご
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
寄
付

金
募
集
は
す
で
に
本
誌
発
行
の
こ
の
時
点
で

1
0
0
0
万
円
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
椙
山
女
学
園
中
学
校
を
卒
業
し
、第

82
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門

第
2
位
の
成
績
を
収
め
ら
れ
、2
0
1
5
ソ
ウ
ル

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門

（
2
0
1
5
年
3
月
16
日
〜
29
日
）で
見
事
、最

高
位
に
輝
か
れ
た
辻
彩
奈
さ
ん
を
ソ
ロ
で
迎
え
、

椙
山
女
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
学
園
創
立
一
一
〇

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
来
年
2
月
14
日
に
愛

知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、大
学
を
は
じ
め
、高
等
学
校
以
下
の

各
校
ご
と
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
諸
行
事
に
も

「
学
園
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
」と
い
う
冠
を
つ
け

て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
園
長
　
椙
山
　
正
弘

関東支部長
手島 公子

岐阜支部長
杉岡 真弓

三重支部長
竹上 育子

愛知支部長
伊佐次 雅子

関西支部長
三好 良枝

高等学校中学校同窓会会長
山崎 賀津子

小学校同窓会会長
池田 寿子

東北支部長
山家 淑子

後列

前列 学園同窓会副会長
佐々 雅代

学園同窓会会長
篠﨑 桂子

大学同窓会会長
冨田 寛子

学園同窓会副会長
伊東 初美

中学校・高等学校校長
大森 隆子

学園長
椙山 正弘

理事長・大学長
森棟 公夫

学園のいま 同窓会のいま

小学校校長
河野 庸介

学
園
創
立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
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27.3.5
竹中

27.4.15
佐々木

27.4.18
奥村

27.4.21
佐々木

27.5.7
佐々木

27.5.11
小木曽

27.5.12
桑原

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、日
々
ご
健
勝
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
同
窓
会

の
運
営
に
、ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
３
年
間
の
任
期

満
了
を
迎
え
、会
長
選
挙
の
結
果
２
期
目
も
引
き

続
き
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
と

同
様
、皆
様
の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
務
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
園
同
窓
会
は
、各
学
校
同
窓
会
と
各
支
部
の

活
動
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、同
窓
会
全
体
が

元
気
に
活
発
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、

同
窓
生
多
数
の
参
加
が
あ
っ
て
の
こ
と
、参
加
し
や
す

い
環
境
作
り
も
必
要
で
す
。ま
た
組
織
を
運
営
し
て

い
く
た
め
の
基
本
に
あ
る
会
則
、そ
の
他
各
分
野
に
つ

い
て
も
新
し
い
目
で
確
認
し
検
討
を
重
ね
よ
り
よ
い

形
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、椙
山
女
学
園
創
立
110
周
年
と
い
う
記

念
の
年
で
す
。学
園
同
窓
会
と
し
て
11
月
7
日（
土
）

に
記
念
総
会
･
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
ま
せ
。同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
振
込
用
紙
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
皆
様
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ

て
、ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
会
長
　
　 

篠
﨑
桂
子

　
　
副
会
長
　 

佐
々
雅
代
　
伊
東
初
美

　
　
書
記
　
　 

山
岸
保
子
　
関
知
里

　
　
会
計
　
　 

早
田
芳
子
　
田
口
佳
代

祝
賀
会
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す

学
園
同
窓
会
会
長
　
篠
﨑
　
桂
子

椙
山
女
学
園
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
度
に

学
園
創
立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
ず
こ
の
10
年
間
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
学
園
教
職
員
並
び
に
在
学（
校
）生
、卒

業
生
の
物
故
者
追
悼
式
を
5
月
30
日
に
行
い
ま

し
た
。ま
た
同
日
に
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
創

立
記
念
の
式
を「
学
園
創
立
一
一
〇
周
年
記
念

式
典
」と
銘
打
っ
て
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の

10
年
間
の
学
園
史
を
記
念
事
業
を
含
め
て
来
年

編
纂
い
た
し
ま
す
。

次
に
一
一
〇
周
年
を
期
し
て
学
園
教
育
の

発
展
を
め
ざ
す
学
園
資
金
充
実
の
た
め
に
、寄

付
金
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
寄
付
金
に

つ
い
て
は
、2
0
0
0
円
を
超
え
る
場
合
、所
得

の
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
限
度
と
す
る
額
を
当
年
度

所
得
か
ら
差
し
引
く
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、学
園
発
展
の
た
め
に
是
非
多
額

の
ご
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
寄
付

金
募
集
は
す
で
に
本
誌
発
行
の
こ
の
時
点
で

1
0
0
0
万
円
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
椙
山
女
学
園
中
学
校
を
卒
業
し
、第

82
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門

第
2
位
の
成
績
を
収
め
ら
れ
、2
0
1
5
ソ
ウ
ル

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門

（
2
0
1
5
年
3
月
16
日
〜
29
日
）で
見
事
、最

高
位
に
輝
か
れ
た
辻
彩
奈
さ
ん
を
ソ
ロ
で
迎
え
、

椙
山
女
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
学
園
創
立
一
一
〇

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
来
年
2
月
14
日
に
愛

知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、大
学
を
は
じ
め
、高
等
学
校
以
下
の

各
校
ご
と
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
諸
行
事
に
も

「
学
園
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
」と
い
う
冠
を
つ
け

て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
園
長
　
椙
山
　
正
弘

関東支部長
手島 公子

岐阜支部長
杉岡 真弓

三重支部長
竹上 育子

愛知支部長
伊佐次 雅子

関西支部長
三好 良枝

高等学校中学校同窓会会長
山崎 賀津子

小学校同窓会会長
池田 寿子

東北支部長
山家 淑子

後列

前列 学園同窓会副会長
佐々 雅代

学園同窓会会長
篠﨑 桂子

大学同窓会会長
冨田 寛子

学園同窓会副会長
伊東 初美

中学校・高等学校校長
大森 隆子

学園長
椙山 正弘

理事長・大学長
森棟 公夫

学園のいま 同窓会のいま

小学校校長
河野 庸介

学
園
創
立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
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27.4.8
竹中

27.4.9
佐々木

27.4.17
奥村

27.4.21
佐々木

27.4.22
竹中

27.4.28
佐々木

27.5.11
小木曽
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高齢者福祉相談の窓口を開設。福祉の支えに困った
時に思い出して頂ける場所に育てていく予定です。

（財）名古屋YWCA HP
 http://www.nagoya-ywca.or.jp/home.html/ 

同
朋
大
学
非
常
勤
講
師
、福
祉
事
業
所
等

調
査
員
、な
ど
様
々
な
顔
を
持
つ
柴
田
美
紀

子
さ
ん
。か
つ
て
は
、ア
パ
レ
ル
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
活
躍
。そ
ん
な
中
、訪
れ
た
両
親

の
介
護
を
き
っ
か
け
に
、在
宅
介
護
と
並
行

し
大
学
、大
学
院
で
社
会
福
祉
を
学
び
、専
門

学
校
の
講
師
を
経
て
、大
学
講
師
に
。自
分
の

目
指
す
仕
事
に
就
け
た
の
は
大
学
院
を
修
了

し
国
家
資
格
を
取
得
し
て
い
た
事
で
あ
る
と

語
る
柴
田
さ
ん
。当
時
、社
会
人
と
し
て
の
入

学
だ
っ
た
私
を
、大
学
院
へ
と
導
い
て
く
れ

た
の
は
、恩
師
の
中
保
先
生
で
あ
り
、現
在
の

活
動
原
点
と
な
っ
て
い
る
と
振
り
返
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
通
じ
50
件
以
上
の
施

設
を
訪
問
。そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、H
27
年
度

か
ら
名
古
屋
Y
W
C
A
で
高
齢
者
福
祉
相
談

の
窓
口
を
開
設
。メ
ン
バ
ー
限
定
か
ら
始
め
、

少
し
ず
つ
広
げ
て
行
く
予
定
で
す
。

柴
田 

美
紀
子

（
H
14 

人
間
関
係 

修
了
）

椙山で学び様 な々
ステージで活躍する皆さんの
“今”を紹介します。

トータル的に食をコーディネート、新しい食の未来を
考えサポートします。
デザイナーフーズ（株） HP
http://www.designerfoods.net/

野
菜
の
機
能
性
を
研
究
す
る
企
業
、デ
ザ

イ
ナ
ー
フ
ー
ズ
(株)
の
取
締
役
で
あ
る
市
野
真
理

子
さ
ん
。売
れ
る
商
品
の
開
発
と
い
う
過
去
の

経
歴
を
基
に
、現
在
の
企
業
で
は
、様
々
な
形

で「
身
体
に
良
い
食
べ
物
や
食
べ
方
」の
啓
蒙
活

動
に
当
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
市
野
さ
ん
も
大

学
卒
業
後
は
管
理
栄
養
士
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

り
、自
ら
学
び
、組
立
て
直
し
た
と
い
う
ご
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
。「
人
の
細
胞
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
食
べ
物
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、食
べ
る
事

は
生
き
る
事
に
つ
な
が
る
。食
べ
方
を
人
に
伝

え
ら
れ
る
立
場
に
い
る
今
は
使
命
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。」と
い
う
市
野
さ
ん
。食
で

健
康
な
生
活
を
送
る
助
け
を
す
る
事
、「
食
べ

方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」事
が
今
後
の
彼
女
の
目

標
な
の
で
す
。

市
野 

真
理
子

（
H
元 

家
政 

卒
）

今の仕事と職務を全うする事、一生懸命に取り組む
日々。退職後は大好きな猫に囲まれて暮らす事が夢。
岐阜県立大垣桜高等学校 HP
http://school.gifu-net.ed.jp/ogksakura-hs/

「
女
性
で
も
仕
事
を
も
ち
、一
生
自
立
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
、そ
し
て
、社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
。」教
員
の
道
を

目
指
し
た
の
は
母
の
こ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
。

渡
辺
美
智
子
さ
ん
は
、現
在
、岐
阜
県
立
大

垣
桜
高
等
学
校
の
校
長
と
し
て
勤
務
。幼
少

の
頃
か
ら
手
縫
い
で
財
布
を
作
っ
て
は
母
に
説

明
し
て
い
た
事
が
家
庭
科
の
先
生
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
最
初
の
き
っ
か
け
と
の
事
。教
員
採

用
試
験
合
格
の
為
に
、人
生
最
大
の
勉
強
を

し
た
と
い
う
渡
辺
さ
ん
。そ
の
夢
を
手
に
し
、

教
員
と
い
う
仕
事
に
は
た
く
さ
ん
の「
嬉
し
い
」

が
あ
る
と
伺
い
ま
す
。高
校
生
の
笑
顔
が
見
ら

れ
て
嬉
し
い
、成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
事
が

嬉
し
い
、若
い
子
か
ら
パ
ワ
ー
が
も
ら
え
て
嬉
し

い
な
ど
。新
た
な
年
度
を
迎
え
、さ
ら
な
る「
嬉

し
い
」を
生
徒
と
共
に
育
ん
で
い
ま
す
。

｜
同
窓
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。｜

「
大
学
時
代
に
得
た
多
く
の
事
全
て
が
今
の

私
の
宝
物
、全
て
の
事
に
感
謝
で
す
。」

渡
辺 

美
智
子

（
S

56 

家
政 

卒
）

6月27日・28日に日本特殊陶業市民会館にて
「World belly Dance Festival」に出演。
エルメスダンスカンパニー HP
http://www.lahabana.co.jp/

「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
出
来
る
っ
て
、本

当
に
幸
せ
な
こ
と
で
す
。」と
、仕
事
へ
の
情
熱

を
熱
く
語
る
松
原
未
加
子
さ
ん
。子
ど
も
の
頃

に
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
習
い
始
め
た
事
を

き
っ
か
け
に
ダ
ン
ス
が
大
好
き
に
な
り
、様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
を
習
得
さ
れ
て
い
く
う
ち
、ス
カ
ウ

ト
を
経
て
ダ
ン
ス
講
師
に
。バ
レ
エ
、ソ
シ
ア
ル
、

J
A
Z
Z
、サ
ル
サ
、ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
と
、幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
を
習
得
し
、指
導
に
あ
た
ら
れ
て

い
ま
す
。時
に
は
振
り
付
け
考
案
に
没
頭
し
朝

を
迎
え
た
ま
ま
レ
ッ
ス
ン
に
行
く
こ
と
も
。し

か
し
、生
徒
さ
ん
の
生
き
生
き
と
踊
る
姿
を

見
る
と
そ
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
の
だ

と
か
。ま
た
ご
自
身
も
、大
舞
台
を
控
え
、ハ
ー
ド

な
練
習
の
日
々
も
あ
り
ま
す
が
、プ
ロ
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
披
露
し
ス
テ
ー
ジ
で
満
場
の
拍
手

を
浴
び
た
時
、心
か
ら
達
成
感
を
覚
え
る
瞬
間

な
の
だ
そ
う
で
す
。

松
原 

未
加
子

（
H
18 

生
活
科
学 

卒
）

単発での教室を開講しています。
スケジュールはホームページからご覧下さい。
林和子お菓子教室 HP
http://www.hayashikazuko.com/

子
ど
も
の
頃
の
ご
実
家
は
卵
を
扱
う
仕
事

を
し
て
お
り
、カ
ス
テ
ラ
屋
さ
ん
や
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ほ
の
か
な
夢

を
抱
い
て
い
た
と
い
う
林
さ
ん
。そ
の
夢
を
実

現
し「
林
和
子
お
菓
子
教
室
」の
主
宰
、ま
た

洋
菓
子
の
製
造
販
売
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ど
な
た
に
も
通
じ
る
資
格
を
得
る

事
」を
軸
と
し
、自
身
も
料
理
、洋
菓
子
、テ
ー

ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
学
び
を
深
め
ま
し
た
。年

齢
を
問
わ
ず
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
る

事
は
こ
の
仕
事
の一
番
の
魅
力
。ま
た
、生
徒
さ

ん
の
満
足
な
笑
顔
や
、人
の
和
、や
わ
ら
か
く

温
か
い
テ
ー
ブ
ル
を
演
出
で
き
た
時
は
喜
び
を

感
じ
る
と
の
事
。「
今
後
は
、自
分
の
ブ
ラ
ン
ド

の
ケ
ー
キ
が
有
名
に
な
り
、た
く
さ
ん
の
方
に

愛
さ
れ
る
事
が
目
標
で
す
。」と
、ま
だ
ま
だ

広
が
る
新
た
な
夢
に
む
か
っ
て
進
ん
で
い
か
れ

ま
す
。

林 

和
子

（
S

47 

短
大 

卒
）

椙山女学園大学 パソコン研究会 HP
http://www.sugi410paso.web.fc2.com/

同
窓
会
の
奨
学
金
を
利
用
し
、パ
ソ
コ
ン
の

国
家
取
得
さ
れ
た
高
橋
さ
ん
の
原
稿
を
ご
紹

介
し
ま
す
。「
現
在
、パ
ソ
コ
ン
研
究
会
は
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
17
名
で
正
式
な
部
活
動
へ
の

昇
格
へ
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
か

ら
新
た
に
同
窓
生
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
の

「
学
習
会
」を
開
催
し
、大
勢
の
方
々
に
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
。今
後
も
開
催
予
定
で
、私
た

ち
部
員
が
参
加
者
の
方
々
に
十
分
な
知
識
で

教
え
ら
れ
る
よ
う
に
、そ
し
て
自
分
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
資
格
取
得
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。た
だ
、パ
ソ
コ
ン
関
係
の
資
格
は
受
験

料
が
安
く
な
く
、大
学
同
窓
会
か
ら
活
動
費

の
援
助
を
頂
き
、合
格
者
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
い
ま
す
。今
後
は
全
部
員
の
資
格
取
得
を

目
標
と
し
、培
っ
た
知
識
を
自
分
の
中
だ
け
に

留
め
ず
、そ
の
知
識
を
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。」

高
橋 

慧

（
文
化
情
報
4
年
）

私の歌声が聴いてくださる方々の明日へのエネルギー
になれば最高の幸せです。
2年後には第4回リサイタルを開催したいと思います。

幾
多
の
舞
台
に
立
ち
、数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞
、声
楽
家
と
し
て
活
躍
の
松
田
園
子
さ

ん
。
3
才
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
出
会
い
、椙
山
の

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
は
ヴ
ィ
オ
ラ
を
担
当
。高
校

時
代
に
江
崎
先
生
の
音
楽
授
業
で
歌
曲
に
触

れ
歌
に
魅
了
さ
れ
て
声
楽
の
道
へ
進
み
ま
し

た
。N
Y
へ
の
留
学
も
経
て
、プ
ロ
と
し
て
活
動

す
る
中
、
34
歳
で
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、ウ
ー
ヴ
ェ・ハ

イ
ル
マ
ン
氏
の
ス
カ
ウ
ト
と
い
う
運
命
の
出
会
い

が
あ
り
自
信
の
納
得
行
く
声
を
習
得
。学
び

続
け
る
喜
び
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。音
楽
仲

間
の
被
災
を
機
に
、被
災
地
で
バッ
ハ
を
披
露
。

現
地
で「
あ
な
た
の
歌
を
聴
い
て
初
め
て
空
を

見
て
帰
宅
で
き
ま
し
た
。」と
の
言
葉
を
頂
き
、

歌
で
人
の
心
に
寄
り
添
え
て
よ
か
っ
た
と
実

感
。今
後
も
、歌
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
田 

園
子

（
S

62 

高
校 

卒
）

在
学
生
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高齢者福祉相談の窓口を開設。福祉の支えに困った
時に思い出して頂ける場所に育てていく予定です。

（財）名古屋YWCA HP
 http://www.nagoya-ywca.or.jp/home.html/ 

同
朋
大
学
非
常
勤
講
師
、福
祉
事
業
所
等

調
査
員
、な
ど
様
々
な
顔
を
持
つ
柴
田
美
紀

子
さ
ん
。か
つ
て
は
、ア
パ
レ
ル
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
活
躍
。そ
ん
な
中
、訪
れ
た
両
親

の
介
護
を
き
っ
か
け
に
、在
宅
介
護
と
並
行

し
大
学
、大
学
院
で
社
会
福
祉
を
学
び
、専
門

学
校
の
講
師
を
経
て
、大
学
講
師
に
。自
分
の

目
指
す
仕
事
に
就
け
た
の
は
大
学
院
を
修
了

し
国
家
資
格
を
取
得
し
て
い
た
事
で
あ
る
と

語
る
柴
田
さ
ん
。当
時
、社
会
人
と
し
て
の
入

学
だ
っ
た
私
を
、大
学
院
へ
と
導
い
て
く
れ

た
の
は
、恩
師
の
中
保
先
生
で
あ
り
、現
在
の

活
動
原
点
と
な
っ
て
い
る
と
振
り
返
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
通
じ
50
件
以
上
の
施

設
を
訪
問
。そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、H
27
年
度

か
ら
名
古
屋
Y
W
C
A
で
高
齢
者
福
祉
相
談

の
窓
口
を
開
設
。メ
ン
バ
ー
限
定
か
ら
始
め
、

少
し
ず
つ
広
げ
て
行
く
予
定
で
す
。

柴
田 

美
紀
子

（
H
14 

人
間
関
係 

修
了
）

椙山で学び様 な々
ステージで活躍する皆さんの
“今”を紹介します。

トータル的に食をコーディネート、新しい食の未来を
考えサポートします。
デザイナーフーズ（株） HP
http://www.designerfoods.net/

野
菜
の
機
能
性
を
研
究
す
る
企
業
、デ
ザ

イ
ナ
ー
フ
ー
ズ
(株)
の
取
締
役
で
あ
る
市
野
真
理

子
さ
ん
。売
れ
る
商
品
の
開
発
と
い
う
過
去
の

経
歴
を
基
に
、現
在
の
企
業
で
は
、様
々
な
形

で「
身
体
に
良
い
食
べ
物
や
食
べ
方
」の
啓
蒙
活

動
に
当
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
市
野
さ
ん
も
大

学
卒
業
後
は
管
理
栄
養
士
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

り
、自
ら
学
び
、組
立
て
直
し
た
と
い
う
ご
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
。「
人
の
細
胞
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
食
べ
物
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、食
べ
る
事

は
生
き
る
事
に
つ
な
が
る
。食
べ
方
を
人
に
伝

え
ら
れ
る
立
場
に
い
る
今
は
使
命
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。」と
い
う
市
野
さ
ん
。食
で

健
康
な
生
活
を
送
る
助
け
を
す
る
事
、「
食
べ

方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」事
が
今
後
の
彼
女
の
目

標
な
の
で
す
。

市
野 

真
理
子

（
H
元 

家
政 

卒
）

今の仕事と職務を全うする事、一生懸命に取り組む
日々。退職後は大好きな猫に囲まれて暮らす事が夢。
岐阜県立大垣桜高等学校 HP
http://school.gifu-net.ed.jp/ogksakura-hs/

「
女
性
で
も
仕
事
を
も
ち
、一
生
自
立
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
、そ
し
て
、社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
。」教
員
の
道
を

目
指
し
た
の
は
母
の
こ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
。

渡
辺
美
智
子
さ
ん
は
、現
在
、岐
阜
県
立
大

垣
桜
高
等
学
校
の
校
長
と
し
て
勤
務
。幼
少

の
頃
か
ら
手
縫
い
で
財
布
を
作
っ
て
は
母
に
説

明
し
て
い
た
事
が
家
庭
科
の
先
生
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
最
初
の
き
っ
か
け
と
の
事
。教
員
採

用
試
験
合
格
の
為
に
、人
生
最
大
の
勉
強
を

し
た
と
い
う
渡
辺
さ
ん
。そ
の
夢
を
手
に
し
、

教
員
と
い
う
仕
事
に
は
た
く
さ
ん
の「
嬉
し
い
」

が
あ
る
と
伺
い
ま
す
。高
校
生
の
笑
顔
が
見
ら

れ
て
嬉
し
い
、成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
事
が

嬉
し
い
、若
い
子
か
ら
パ
ワ
ー
が
も
ら
え
て
嬉
し

い
な
ど
。新
た
な
年
度
を
迎
え
、さ
ら
な
る「
嬉

し
い
」を
生
徒
と
共
に
育
ん
で
い
ま
す
。

｜
同
窓
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。｜

「
大
学
時
代
に
得
た
多
く
の
事
全
て
が
今
の

私
の
宝
物
、全
て
の
事
に
感
謝
で
す
。」

渡
辺 

美
智
子

（
S

56 

家
政 

卒
）

6月27日・28日に日本特殊陶業市民会館にて
「World belly Dance Festival」に出演。
エルメスダンスカンパニー HP
http://www.lahabana.co.jp/

「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
出
来
る
っ
て
、本

当
に
幸
せ
な
こ
と
で
す
。」と
、仕
事
へ
の
情
熱

を
熱
く
語
る
松
原
未
加
子
さ
ん
。子
ど
も
の
頃

に
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
習
い
始
め
た
事
を

き
っ
か
け
に
ダ
ン
ス
が
大
好
き
に
な
り
、様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
を
習
得
さ
れ
て
い
く
う
ち
、ス
カ
ウ

ト
を
経
て
ダ
ン
ス
講
師
に
。バ
レ
エ
、ソ
シ
ア
ル
、

J
A
Z
Z
、サ
ル
サ
、ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
と
、幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
を
習
得
し
、指
導
に
あ
た
ら
れ
て

い
ま
す
。時
に
は
振
り
付
け
考
案
に
没
頭
し
朝

を
迎
え
た
ま
ま
レ
ッ
ス
ン
に
行
く
こ
と
も
。し

か
し
、生
徒
さ
ん
の
生
き
生
き
と
踊
る
姿
を

見
る
と
そ
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
の
だ

と
か
。ま
た
ご
自
身
も
、大
舞
台
を
控
え
、ハ
ー
ド

な
練
習
の
日
々
も
あ
り
ま
す
が
、プ
ロ
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
披
露
し
ス
テ
ー
ジ
で
満
場
の
拍
手

を
浴
び
た
時
、心
か
ら
達
成
感
を
覚
え
る
瞬
間

な
の
だ
そ
う
で
す
。

松
原 

未
加
子

（
H
18 

生
活
科
学 

卒
）

単発での教室を開講しています。
スケジュールはホームページからご覧下さい。
林和子お菓子教室 HP
http://www.hayashikazuko.com/

子
ど
も
の
頃
の
ご
実
家
は
卵
を
扱
う
仕
事

を
し
て
お
り
、カ
ス
テ
ラ
屋
さ
ん
や
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ほ
の
か
な
夢

を
抱
い
て
い
た
と
い
う
林
さ
ん
。そ
の
夢
を
実

現
し「
林
和
子
お
菓
子
教
室
」の
主
宰
、ま
た

洋
菓
子
の
製
造
販
売
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ど
な
た
に
も
通
じ
る
資
格
を
得
る

事
」を
軸
と
し
、自
身
も
料
理
、洋
菓
子
、テ
ー

ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
学
び
を
深
め
ま
し
た
。年

齢
を
問
わ
ず
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
る

事
は
こ
の
仕
事
の一
番
の
魅
力
。ま
た
、生
徒
さ

ん
の
満
足
な
笑
顔
や
、人
の
和
、や
わ
ら
か
く

温
か
い
テ
ー
ブ
ル
を
演
出
で
き
た
時
は
喜
び
を

感
じ
る
と
の
事
。「
今
後
は
、自
分
の
ブ
ラ
ン
ド

の
ケ
ー
キ
が
有
名
に
な
り
、た
く
さ
ん
の
方
に

愛
さ
れ
る
事
が
目
標
で
す
。」と
、ま
だ
ま
だ

広
が
る
新
た
な
夢
に
む
か
っ
て
進
ん
で
い
か
れ

ま
す
。

林 

和
子

（
S

47 

短
大 

卒
）

椙山女学園大学 パソコン研究会 HP
http://www.sugi410paso.web.fc2.com/

同
窓
会
の
奨
学
金
を
利
用
し
、パ
ソ
コ
ン
の

国
家
取
得
さ
れ
た
高
橋
さ
ん
の
原
稿
を
ご
紹

介
し
ま
す
。「
現
在
、パ
ソ
コ
ン
研
究
会
は
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
17
名
で
正
式
な
部
活
動
へ
の

昇
格
へ
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
か

ら
新
た
に
同
窓
生
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
の

「
学
習
会
」を
開
催
し
、大
勢
の
方
々
に
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
。今
後
も
開
催
予
定
で
、私
た

ち
部
員
が
参
加
者
の
方
々
に
十
分
な
知
識
で

教
え
ら
れ
る
よ
う
に
、そ
し
て
自
分
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
資
格
取
得
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。た
だ
、パ
ソ
コ
ン
関
係
の
資
格
は
受
験

料
が
安
く
な
く
、大
学
同
窓
会
か
ら
活
動
費

の
援
助
を
頂
き
、合
格
者
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
い
ま
す
。今
後
は
全
部
員
の
資
格
取
得
を

目
標
と
し
、培
っ
た
知
識
を
自
分
の
中
だ
け
に

留
め
ず
、そ
の
知
識
を
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。」

高
橋 

慧

（
文
化
情
報
4
年
）

私の歌声が聴いてくださる方々の明日へのエネルギー
になれば最高の幸せです。
2年後には第4回リサイタルを開催したいと思います。

幾
多
の
舞
台
に
立
ち
、数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞
、声
楽
家
と
し
て
活
躍
の
松
田
園
子
さ

ん
。
3
才
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
出
会
い
、椙
山
の

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
は
ヴ
ィ
オ
ラ
を
担
当
。高
校

時
代
に
江
崎
先
生
の
音
楽
授
業
で
歌
曲
に
触

れ
歌
に
魅
了
さ
れ
て
声
楽
の
道
へ
進
み
ま
し

た
。N
Y
へ
の
留
学
も
経
て
、プ
ロ
と
し
て
活
動

す
る
中
、
34
歳
で
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、ウ
ー
ヴ
ェ・ハ

イ
ル
マ
ン
氏
の
ス
カ
ウ
ト
と
い
う
運
命
の
出
会
い

が
あ
り
自
信
の
納
得
行
く
声
を
習
得
。学
び

続
け
る
喜
び
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。音
楽
仲

間
の
被
災
を
機
に
、被
災
地
で
バッ
ハ
を
披
露
。

現
地
で「
あ
な
た
の
歌
を
聴
い
て
初
め
て
空
を

見
て
帰
宅
で
き
ま
し
た
。」と
の
言
葉
を
頂
き
、

歌
で
人
の
心
に
寄
り
添
え
て
よ
か
っ
た
と
実

感
。今
後
も
、歌
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
田 

園
子

（
S

62 

高
校 

卒
）

在
学
生

0708
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味
は
心
に
、心
は
味
に

　〜仲良
し
四
姉
妹
を
お
訪
ね
し
て
〜

࣍、から௕ঁ 関山ষ子さん（4�1 高校卒）ࠨ 、藤（関山）ਅ஌子さん（4�3 高校卒）ࠤ ঁ
三ঁ Ճ藤（関山）美ࠜ子さん（4�5 高校卒）、࢛ ঁ 水໺（関山）ൟ子さん（451 大学 ඃ෰学科卒）

シリーズ椙山ঁ学園とڞにあΏΉಉ૭ձ ඦ年の歴史をつな͙ະ来΁のඦ年ɹ  ৫糸のឺ ͭな͙

　
ಙ
઒
園
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
ྉ
理
࢓
出
し
の

せ
き
山
さ
ん
。こ
ち
ら
の
࢛
࢞
ຓ
が
全
һ
椙
山
出

身
と
い
う
こ
と
で
お
ళ
に
࢕
い
ま
し
た
。

　
101
ࡀ
に
な
ら
れ
る
お
෕
様
が
ઓ
前
よ
り
࢝
め

ら
れ
た
お
ళ
は
、長
女
ষ
子
さ
ん
の
ޚ
ओ
人
と
ڞ

に
࢛
࢞
ຓ
も
一
緒
に
お
࢓
事
を
੝
り
্
͛
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
長
女
ষ
子
さ
ん
が
、お
෕
様
も
好
き
だ
っ
た
椙

山
に
行
き
た
い
と
お
ئ
い
さ
れ
、下
の
方
達
も
同

じ
思
い
で
椙
山
΁
行
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　
椙
山
で
ҹ
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、正
࿺
ઌ

生
が
੦
ڈ
さ
れ
た
時
、૴
ّ
に
ࢀ
ྻ
出
དྷ
な
い
༮

ஓ
園
か
ら
高
校
ま
で
の
椙
山
生
が
日
ହ
ࣉ
ま
で
の

ಓ
に
ฒ
ん
で
૴
ྻ
を
見
送
っ
た
こ
と
。「
こ
ん
な
学

校
な
い
で
す
よ
ね
。こ
う
い
う
思
い
や
る
気
持
ち

は
、椙
山
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
。ࣜ
య
の
時
ぐ
ら

い
し
か
お
見
か
け
し
な
い
正
࿺
ઌ
生
で
し
た
け
れ

ど
、ふ
っ
く
ら
し
た
優
し
い
お
إ
は
ࠓ
で
も
思
い
出

す
こ
と
が
出
དྷ
ま
す
。」「
よ
く
࿓
下
を
า
い
て
い

ら
し
た
の
を
֮
え
て
い
ま
す
。ԕ
い
存
ࡏ
の
園
長

ઌ
生
で
す
が
、と
て
も
ऐ
し
い
気
持
ち
が
し
ま
し

た
。」お
話
を
࢕
っ
て「
ઌ
生
と
生
ె
の
ڑ
཭
の
近

さ
を
感
じ
ま
す
ね
。」と
話
を
向
け
る
と「
椙
山
は

心
と
心
が
ܨ
が
っ
て
い
る
、い
い
学
校
を
ଔ
ۀ
出
དྷ

て
ྑ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。い
い
ઌ
生
ば
か
り
で
心

の
こ
も
っ
た
ࢦ
導
を
し
て
௖
き
ま
し
た
。」

　
そ
の
ଞ
に
は
、ೋ
女
の
方
が
中
学
ࡾ
೥
の
時
、そ

れ
ま
で
椙
山
の
༮
ஓ
園
か
ら
大
学
ま
で
合
同
で

行
わ
れ
て
い
た
体
育
ࡇ
を
そ
れ
ͧ
れ
の
学
校
͝
と

に
や
り
࢝
め
た
最
ॳ
の
೥
、ࣥ
行
部
の
体
育
部
長

と
し
て
ຉ
૸
し「
ઌ
生
方
の
ޚ
意
見
と
部
活
代
表

の
体
育
ҕ
һ
会
、ク
ラ
ス
の
ٞ
һ
、体
育
ҕ
һ
、み

ん
な
の
意
見
を
ま
と
め
る
の
に
大
変
で
し
た
。」

　
ݱ
ࡏ
、高
౳
学
校
の
体
育
ࡇ
はứ
椙
ᗅ
）ࡇ
す

ぎ
こ
う
さ
い
）Ừと
名
෇
け
ら
れ
た
文
Խ
ࡇ
・

S
P
0
3
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の
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部
ߏ
成
か

ら
な
る
学
校
ࡇ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

झຯのϐΞϊを
しָんでいます。

ओ人と美ຯしいεΠʔπを
୳すのが しָみです。

おٳみの日は、ࣗ ෼の਎ମの
メンςφンεの日です。

ϑϥϫʔを࡞૑ྲྀݾࣗ
しָんでいます。

)25年8月、
お෕様ɾਅ一さんのඦࡀのおॕい
੮ 。ಉ 年 9月には大 ଜ Ѫ ஌ ݝ
஌ ࣄ 、Տ ଜ 名ݹ԰ࢢ௕が２人
ଗってࣗ୐を๚໰、௕णをおॕい。

)26年11月8日、ಉ૭
ձؗでߦΘれた୹ظ大
学部のप年ࣄߦのお
৯ࣄ。

࣍ ɾঁࠤ 藤ਅ஌子さん௕ঁ、
Ҵ山ಸ月さん。)6年高校卒。

࢛ ɾঁ水໺ൟ子さんの௕ঁ、
井上ྤ美さん。)15年大学卒。

　
ྉ
理
࢓
出
し
と
い
う
঎
ച
ฑ
お
٬
様
と
の
最

ॳ
の
接
఺
が
電
話
と
い
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

「
お
電
話
を
し
た
け
ど
お
宅
が
一
൪
感
じ
ྑ
か
っ

た
。」と
電
話
で
の
対
Ԡ
が
決
め
手
に
な
っ
て
注
文

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。「
ど
ん
な
࢓
事
で

も
、大
切
な
の
は
人
と
人
の
関
わ
り
。ど
ん
な
関

係
で
も
最
後
は
人
間
性
だ
と
思
い
ま
す
。ἔ
人
間

に
な
ろ
う
ἕに
通
じ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
椙
山
生
に
受
け
ܧ
い
で
欲
し
い
と
思
う
こ
と

は
、「
प
り
の
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
、あ
り
が
と

う
と
い
う
感
ँ
の
気
持
ち
。特
ผ
な
授
ۀ
が
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
く
、そ
う
い
う
ง
ғ
気
、෩
౔
が

あ
り
、ま
た
ઌ
生
方
も
୲
೚
で
な
い
ઌ
生
も
੠
を

か
け
て
く
だ
さ
る
親
し
み
や
す
い
校
෩
は
受
け
ܧ

い
で
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
よ
ね
。」

　
࢛
࢞
ຓ
の
່
さ
ん
達
も
օ
さ
ん
椙
山
。「
保
護

者
と
し
て
椙
山
を
๚
れ
て
も
そ
の
校
෩
は
変
わ

ら
な
い
で
す
ね
。」ଔ
ۀ
し
て
もứ
椙
山
大
好
き
Ừの

方
が
多
い
の
も
ೲ
ಘ
で
す
。

　
学
校
が
出
དྷ
て
110
೥
、ઌ
生
と
生
ె
の
ڑ
཭
が

近
い
温
か
い
校
෩
は
変
わ
ら
ͣ
受
け
ܧ
が
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。ま
た
せ
き
山
さ
ん
も
、仲
の
ྑ
い
࢛

࢞
ຓ
が
ࢧ
え
、作
り
た
て
の
心
の
込
も
っ
た
味
を

大
切
に
、஍
Ҭ
の
方
や
お
٬
様
に
親
し
ま
れ
て
70

༨
೥
。つ
な
が
る
も
の
、つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
に

は
、な
に
か
ڞ
通
఺
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

椙山女学園େ学古ຊืۚとは、ຊ学のଔۀੜ、ࡏ
学ੜ、ڭ৬һなどେ学ؔऀ܎かΒఏڙ Ε͞たॻ੶౳
のങऔֹۚがຊ学΁のد෇となΓ、શֹをຊ学学ੜ
の঑学ۚとして໾ཱてる学ੜࢧԉϓϩδΣΫトです。
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ࢦ˔ ش ɿऀதଜ ெ޺ ʢ椙山女学園ߴ౳学ڭߍ་ʣ
˔ιϦεトɿ௰ ࠼ಸʢ椙山女学園த学ߍଔ、ݱ౦ژԻେ෇ଐߴ౳学̏ߍ ೥ʣ
˔ԋ૗ۂ໨ɿϒϥーϜεɹϋンΨϦー෣ۂୈ�൪

 ϒϥーϜεɹ όイΦϦンڠ૗ۂ
 ϜιϧάεΩーʗϥϰΣϧɹ ૊ۂʮలཡ会のֆʯ

˔ਃ込方๏ɿܾ まΓ࣍ୈ学園)1で͝Ҋ಺கします。

学園૑ཱ���प年ه೦�
椙山女学園Φʔέετϥୈ̑ճఆظԋ૗会

椙山女学園େ学ݹ�ຊืۚ
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தߴΩϟϯύεʹ
ʮ椙山ྺ࢙จԽؗ�山ఴలࣔࣨʯ͕
�݄ʹΦʔϓϯ͠·ͨ͠�ʂ

େ学Ωϟンύεにあるʮ椙山ྺ࢙จԽؗʯの
෼ࣨがΦーϓンしました。͜ ͜では༮ஓ園かΒ
֮、のྺ࢙をத৺にߍまでの֤ߍߴ Ԧ山地Ҭ
と名古屋のྺ࢙もซせて୧る͜ とがग़དྷます。
֤࣌୅のࡐڭɾڭ۩、ੜెの作඼΍Ϋϥϒ
活ಈの成Ռ、ͦ して"7ίーφーでө૾も؍てい
たͩけますߴ。 த同窓会のࣣ༦όβーʢ2012
೥ʣのऩӹۚの͝د෇をよう΍く活かす と͜が
できました。օ ん͞の͝དྷࣨを͓଴ しͪています。

（椙山歴史文化ؗɹؗ௕ɹ椙山美恵子）

ੀ ࢁ Π ϯ ϑ Υ ϝ ʔ γ ϣ ϯ

ྉΛ͝ࢿ ଃͩ͘د ͞ ʂ͍
、学࣌の഑෇෺、記念඼（άοζ）ࡏ

授࣌ۀの੡࡞෺、
՝֎活ಈのࢿྉなͲ、

このػձにごدଃくͩ さいʂ
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味
は
心
に
、心
は
味
に

　〜仲良
し
四
姉
妹
を
お
訪
ね
し
て
〜

࣍、から௕ঁ 関山ষ子さん（4�1 高校卒）ࠨ 、藤（関山）ਅ஌子さん（4�3 高校卒）ࠤ ঁ
三ঁ Ճ藤（関山）美ࠜ子さん（4�5 高校卒）、࢛ ঁ 水໺（関山）ൟ子さん（451 大学 ඃ෰学科卒）

シリーズ椙山ঁ学園とڞにあΏΉಉ૭ձ ඦ年の歴史をつな͙ະ来΁のඦ年ɹ  ৫糸のឺ ͭな͙

　
ಙ
઒
園
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
ྉ
理
࢓
出
し
の

せ
き
山
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ん
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ち
ら
の
࢛
࢞
ຓ
が
全
һ
椙
山
出

身
と
い
う
こ
と
で
お
ళ
に
࢕
い
ま
し
た
。
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ࡀ
に
な
ら
れ
る
お
෕
様
が
ઓ
前
よ
り
࢝
め

ら
れ
た
お
ళ
は
、長
女
ষ
子
さ
ん
の
ޚ
ओ
人
と
ڞ

に
࢛
࢞
ຓ
も
一
緒
に
お
࢓
事
を
੝
り
্
͛
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
長
女
ষ
子
さ
ん
が
、お
෕
様
も
好
き
だ
っ
た
椙

山
に
行
き
た
い
と
お
ئ
い
さ
れ
、下
の
方
達
も
同

じ
思
い
で
椙
山
΁
行
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　
椙
山
で
ҹ
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、正
࿺
ઌ

生
が
੦
ڈ
さ
れ
た
時
、૴
ّ
に
ࢀ
ྻ
出
དྷ
な
い
༮

ஓ
園
か
ら
高
校
ま
で
の
椙
山
生
が
日
ହ
ࣉ
ま
で
の

ಓ
に
ฒ
ん
で
૴
ྻ
を
見
送
っ
た
こ
と
。「
こ
ん
な
学

校
な
い
で
す
よ
ね
。こ
う
い
う
思
い
や
る
気
持
ち

は
、椙
山
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
。ࣜ
య
の
時
ぐ
ら

い
し
か
お
見
か
け
し
な
い
正
࿺
ઌ
生
で
し
た
け
れ

ど
、ふ
っ
く
ら
し
た
優
し
い
お
إ
は
ࠓ
で
も
思
い
出

す
こ
と
が
出
དྷ
ま
す
。」「
よ
く
࿓
下
を
า
い
て
い

ら
し
た
の
を
֮
え
て
い
ま
す
。ԕ
い
存
ࡏ
の
園
長

ઌ
生
で
す
が
、と
て
も
ऐ
し
い
気
持
ち
が
し
ま
し

た
。」お
話
を
࢕
っ
て「
ઌ
生
と
生
ె
の
ڑ
཭
の
近

さ
を
感
じ
ま
す
ね
。」と
話
を
向
け
る
と「
椙
山
は

心
と
心
が
ܨ
が
っ
て
い
る
、い
い
学
校
を
ଔ
ۀ
出
དྷ

て
ྑ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。い
い
ઌ
生
ば
か
り
で
心

の
こ
も
っ
た
ࢦ
導
を
し
て
௖
き
ま
し
た
。」

　
そ
の
ଞ
に
は
、ೋ
女
の
方
が
中
学
ࡾ
೥
の
時
、そ

れ
ま
で
椙
山
の
༮
ஓ
園
か
ら
大
学
ま
で
合
同
で

行
わ
れ
て
い
た
体
育
ࡇ
を
そ
れ
ͧ
れ
の
学
校
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と

に
や
り
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め
た
最
ॳ
の
೥
、ࣥ
行
部
の
体
育
部
長

と
し
て
ຉ
૸
し「
ઌ
生
方
の
ޚ
意
見
と
部
活
代
表

の
体
育
ҕ
һ
会
、ク
ラ
ス
の
ٞ
һ
、体
育
ҕ
һ
、み
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な
の
意
見
を
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の
に
大
変
で
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。」
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井上ྤ美さん。)15年大学卒。

　
ྉ
理
࢓
出
し
と
い
う
঎
ച
ฑ
お
٬
様
と
の
最

ॳ
の
接
఺
が
電
話
と
い
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

「
お
電
話
を
し
た
け
ど
お
宅
が
一
൪
感
じ
ྑ
か
っ

た
。」と
電
話
で
の
対
Ԡ
が
決
め
手
に
な
っ
て
注
文

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。「
ど
ん
な
࢓
事
で

も
、大
切
な
の
は
人
と
人
の
関
わ
り
。ど
ん
な
関

係
で
も
最
後
は
人
間
性
だ
と
思
い
ま
す
。ἔ
人
間

に
な
ろ
う
ἕに
通
じ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
椙
山
生
に
受
け
ܧ
い
で
欲
し
い
と
思
う
こ
と

は
、「
प
り
の
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
、あ
り
が
と

う
と
い
う
感
ँ
の
気
持
ち
。特
ผ
な
授
ۀ
が
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
く
、そ
う
い
う
ง
ғ
気
、෩
౔
が

あ
り
、ま
た
ઌ
生
方
も
୲
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で
な
い
ઌ
生
も
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を

か
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て
く
だ
さ
る
親
し
み
や
す
い
校
෩
は
受
け
ܧ

い
で
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っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
よ
ね
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࢛
࢞
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の
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達
も
օ
さ
ん
椙
山
。「
保
護

者
と
し
て
椙
山
を
๚
れ
て
も
そ
の
校
෩
は
変
わ

ら
な
い
で
す
ね
。」ଔ
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し
て
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山
大
好
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の
も
ೲ
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で
す
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（椙山歴史文化ؗɹؗ௕ɹ椙山美恵子）

ੀ ࢁ Π ϯ ϑ Υ ϝ ʔ γ ϣ ϯ

ྉΛ͝ࢿ ଃͩ͘د ͞ ʂ͍
、学࣌の഑෇෺、記念඼（άοζ）ࡏ

授࣌ۀの੡࡞෺、
՝֎活ಈのࢿྉなͲ、

このػձにごدଃくͩ さいʂ
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27.4.7
竹中

27.4.17
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私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
色
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。「
赤
い
バ
ラ
が
き
れ
い
」と
か
、と
く
に
色
を
意

識
す
る
機
会
は
あ
り
ま
す
が
、日
常
生
活
で
は
色

に
注
意
が
向
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
そ
れ
が
明
確
に

意
識
に
止
ま
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
無
意
識
の
う
ち
に
、色
は
私
た
ち
の
認
知
や

感
情
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

　
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス（
生
体
恒
常
性
）と
は
、生
物

が
内
外
の
環
境
が
変
わ
っ
て
も
自
身
を
一
定
の
状

態
に
保
ち
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
働
き
の
こ
と
で
す
。

も
と
も
と
は
生
理
学
的
な
概
念
で
、た
と
え
ば
マ

ウ
ス
に
特
定
の
栄
養
素
を
与
え
な
い
で
お
く
と
、

そ
の
栄
養
素
を
含
む
エ
サ
を
多
く
求
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。じ
つ
は
心
理
的
に
も
無
意
識
に
バ
ラ

ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
働
き
、す
な
わ
ち
心
理
的

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
が
あ
る
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
出
か
け
る
と
き
に
ど
う
や
っ
て
服

の
色
を
選
ん
で
い
ま
す
か
。た
く
さ
ん
の
色
の
中
で

毎
日
ど
の
よ
う
に
選
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
服
の
色
の
選
択
は
無
意
識
で
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
す
。元
気
を
出
し
た
い
と
き
や
落
ち
込

ん
で
い
る
と
き
は
赤
系
、感
情
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
た
い
と
き
は
緑
系
、興
奮
を
抑
え
た
い
と
き
や

落
ち
着
い
て
行
動
し
た
い
と
き
は
青
系
、優
し
さ

を
与
え
た
い
と
き
や
甘
え
た
い
と
き
は
ピ
ン
ク
系

を
選
ん
で
い
る
と
い
っ
た
具
合
に
。も
ち
ろ
ん
、そ
ん

な
単
純
な
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、心
理
状
態

と
色
選
択
の
関
係
を
分
析
す
る
と
、色
を
選
ぶ
と

き
に
無
意
識
的
な
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
効
果
が
働
い
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
心
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
の
無
意
識
的

な
選
択
な
の
で
、選
ん
だ
理
由
を
聞
く
と
、何
か

も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
を
答
え
ま
す
が
、そ
れ
は
ほ

と
ん
ど
後
づ
け
の
理
由
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。何
気
な

く
選
ん
だ
服
の
色
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
で
、自

分
の
隠
さ
れ
た
欲
求
や
状
態
が
推
測
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
も
う
ひ
と
つ
最
近
の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。同

じ
女
性
の
写
真
を
使
い
、服
の
色
だ
け
を
変
え
て

魅
力
度
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。す
る
と
赤

い
服
の
と
き
だ
け
明
ら
か
に
魅
力
度
が
高
く
な
っ

た
の
で
す
。評
価
の
理
由
を
聞
く
と
、と
く
に
色
は

意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
も
魅
力
度
だ

け
に
影
響
し
て
、優
し
さ
や
好
感
度
な
ど
に
は
影

響
な
い
の
で
す
。そ
し
て
赤
い
服
が
魅
力
的
に
見
え

る
と
い
う
効
果
は
、男
性
が
女
性
モ
デ
ル
を
評
価

す
る
と
き
だ
け
に
見
ら
れ
ま
し
た
。赤
と
い
う
色
が

明
ら
か
に
無
意
識
レ
ベ
ル
で
感
情
や
認
知
に
作
用

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
じ
つ
に
興
味
深
い
結
果
で

す
。た
だ
、残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
研
究
で
は
日
本

人
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
色
の
心
理
的
パ
ワ
ー
を
知
る
と
生
活
が
豊
か
に

な
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

1987年椙山ঁ学園大学人間関
係学部、։学࣌よりண೚。
2011年�月より3年間人間関係
学部௕。
ઐ໳෼໺ɿೝ஌心ཧ学ɾೝ஌ਆ
心ཧ学ܦ
ॴଐ学ձɿ日ຊ心ཧ学ձ、日ຊ
ೝ஌ਆܦ科学学ձ

椙
山
女
学
園
大
学
附
属
小
学
校
に
は
、名
古

屋
市
内
だ
け
で
な
く
市
外
、ま
た
は
県
外
か
ら
通

学
す
る
児
童
が
い
ま
す
。保
護
者
の
方
々
は
、無

事
登
校
し
た
か
、そ
し
て
何
時
に
帰
宅
す
る
の
か

心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
こ
で「
※
ミ
マ

モ
ル
メ
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、お
子
さ
ん
の

登
校
・
下
校
時
に
保
護
者
に
自
動
通
知
メ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、通
学
に
使
う
交
通
機
関

に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
時
な
ど
は
、直
接
お
子
さ

ん
と
連
絡
を
取
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
こ

で
、本
校
で
は
、保
護
者
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は

キ
ッ
ズ
携
帯
ま
た
は
普
通
の
携
帯
電
話
の
所
持
を

許
可
し
て
お
り
ま
す
が
、ス
マ
ホ
の
所
持
は
許
可
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に

ス
マ
ホ
は
、メ
ー
ル
や
通
話
機
能
の
ほ
か
に
様
々

な
ア
プ
リ
を
使
用
で
き
る
非
常
に
便
利
な
ツ
ー
ル

で
す
が
、判
断
能
力
が
未
熟
な
児
童
が
使
っ
た
場

合
に
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。ま
た
、i
P
a
d
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

3
D
S
、P
S
P
な
ど
通
信
可
能
な
ゲ
ー
ム
機
、一

部
の
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
、ス
マ
ホ
と
同
じ
で
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
や
L
I
N
E
に
代
表
さ
れ
る
S
N
S

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）ア
プ
リ
が
使

用
で
き
ま
す
の
で
同
様
の
注
意
が
必
要
で
す
。

S
N
S
で
は
、グ
ル
ー
プ
内
し
か
メ
ー
ル
の
や
り
と
り

が
見
え
な
い
の
で
、い
じ
め
の
温
床
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ま
た「
す
ぐ
返
信
し
な
き
ゃ
」と
い
う

不
安
に
か
ら
れ
、ス
マ
ホ
を
片
時
も
手
放
せ
な
く
な

る「
つ
な
が
り
過
剰
症
候
群
」に
陥
っ
て
い
く
危
険

が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、パ
ソ
コ
ン
と
違
い
携
帯
性
が

高
い
ス
マ
ホ
は
、学
校
や
保
護
者
の
目
が
届
き
に
く

く
、や
る
べ
き
勉
強
を
放
棄
し
、友
達
関
係
か
ら
外

れ
、一
人
孤
立
し
て
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
は
ま

る「
ネ
ッ
ト
依
存
」に
陥
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

小
学
生
は
、時
に
は
友
達
と
け
ん
か
を
し
た
り
、

仲
直
り
し
た
り
し
な
が
ら
心
を
通
わ
す
健
全
な
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る
時
期
で
す
。大
人
が

使
っ
て
便
利
だ
か
ら
、子
供
が
欲
し
が
る
か
ら
と
い
っ

て
安
易
に
与
え
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え

ま
す
。そ
れ
以
前
に
挨
拶
、敬
語
な
ど
の
会
話
の

基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。ま
た
、学
校
生
活
を
送
る
な
か
で
、相
手
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
話
し
方
や
接
し
方
な
ど
を
直
接

体
験
の
な
か
で
学
ば
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

親
子
で
ル
ー
ル
の
確
認
を

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、使
用
ル
ー
ル

を
親
子
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

接
続
制
限
、時
間
制
限
な
ど
の
ル
ー
ル
を
、買
い
与

え
る
前
に
文
書
で
約
束
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。そ
し

て
、親
と
し
て
、お
子
さ
ん
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を

い
つ
も
把
握
し
、一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
で
は
児
童
対
象
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
も
ち

ろ
ん
、保
護
者
対
象
に
も
講
習
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。積
極
的
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

椙
山
女
学
園
の
教
育
理
念「
人
間
に
な
ろ
う
」

は
、お
互
い
の
目
を
見
て
挨
拶
や
言
葉
を
交
わ
し
、

健
全
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
人
間
に
成

長
す
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
ま
す
。お
子
さ
ん
に
ス

マ
ホ
な
ど
を
与
え
る
時
期
を
正
し
く
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

૿Ҫ （ಁますい とおΔ）

。ෞҭͪذ౎生まれژ
名ݹ԰ཱࢢ小学校教諭として小学校ӳޠ
活ಈにܞΘり、教員໔ڐঢ়ߋ新ߨशࢣߨ等
を຿ΊΔ。2013年より椙山小学校教諭。現
。։発にऔり૊ΉۀはJ1BEを活༻した授ࡏ

෱Ԭ ͳΛΈ（;くおか なをみ）

日々の生活の中での;としたٙ໰はありま

ͤんか。日ৗのٙ໰から、子ҭて、๏཯、ॅ

まい、Ոܭ、৯΂෺、こと͹、高ྸऀ໰୊な

ͲԿでもおد くͤͩ さい。࣭ ໰はձ報ཪ໘

のಉ૭ձࣄ຿ہ΁。メʔϧでも'"9でも

0,です。

օ༷かΒの࣭問を
͓まͪ しています。

就
職
活
動
中
の
学
生
で
す
。黒
の
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
ば
か
り
着
て
い
る

の
で
普
段
着
が
派
手
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
で
し
ょ
う
か
？

このίʔφʔではಉ૭生の皆様からͤدられた

ٙ໰ɾ࣭໰に、椙山ঁ学園の֤ઐ໳෼໺の先生が

Θかりやすくお౴えしてくͩ さいます。

色
は
無
意
識
に
作
用
す
る

人
間
関
係
学
部
心
理
学
科
　
教
授
　
増
井
　
透

小
学
校
　
教
諭
　
福
岡
　
な
を
み

2 2"
子
供
に
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
せ
る
に
あ
た
っ
て
、

何
か
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

小
学
校
で
の
ス
マ
ホ
の
扱
い
や

ス
マ
ホ
を
使
う
と
き
気
を
つ
け
る
こ
と

"

※*$λάを࣋ったࣇಐがొԼ校࣌校໳を௨過した࣌、อ護ऀにメʔϧをࣗ ಈ഑৴すΔαʔϏε。
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私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
色
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。「
赤
い
バ
ラ
が
き
れ
い
」と
か
、と
く
に
色
を
意

識
す
る
機
会
は
あ
り
ま
す
が
、日
常
生
活
で
は
色

に
注
意
が
向
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
そ
れ
が
明
確
に

意
識
に
止
ま
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
無
意
識
の
う
ち
に
、色
は
私
た
ち
の
認
知
や

感
情
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

　
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス（
生
体
恒
常
性
）と
は
、生
物

が
内
外
の
環
境
が
変
わ
っ
て
も
自
身
を
一
定
の
状

態
に
保
ち
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
働
き
の
こ
と
で
す
。

も
と
も
と
は
生
理
学
的
な
概
念
で
、た
と
え
ば
マ

ウ
ス
に
特
定
の
栄
養
素
を
与
え
な
い
で
お
く
と
、

そ
の
栄
養
素
を
含
む
エ
サ
を
多
く
求
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。じ
つ
は
心
理
的
に
も
無
意
識
に
バ
ラ

ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
働
き
、す
な
わ
ち
心
理
的

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
が
あ
る
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
出
か
け
る
と
き
に
ど
う
や
っ
て
服

の
色
を
選
ん
で
い
ま
す
か
。た
く
さ
ん
の
色
の
中
で

毎
日
ど
の
よ
う
に
選
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
服
の
色
の
選
択
は
無
意
識
で
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
す
。元
気
を
出
し
た
い
と
き
や
落
ち
込

ん
で
い
る
と
き
は
赤
系
、感
情
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
た
い
と
き
は
緑
系
、興
奮
を
抑
え
た
い
と
き
や

落
ち
着
い
て
行
動
し
た
い
と
き
は
青
系
、優
し
さ

を
与
え
た
い
と
き
や
甘
え
た
い
と
き
は
ピ
ン
ク
系

を
選
ん
で
い
る
と
い
っ
た
具
合
に
。も
ち
ろ
ん
、そ
ん

な
単
純
な
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、心
理
状
態

と
色
選
択
の
関
係
を
分
析
す
る
と
、色
を
選
ぶ
と

き
に
無
意
識
的
な
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
効
果
が
働
い
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
心
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
の
無
意
識
的

な
選
択
な
の
で
、選
ん
だ
理
由
を
聞
く
と
、何
か

も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
を
答
え
ま
す
が
、そ
れ
は
ほ

と
ん
ど
後
づ
け
の
理
由
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。何
気
な

く
選
ん
だ
服
の
色
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
で
、自

分
の
隠
さ
れ
た
欲
求
や
状
態
が
推
測
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
も
う
ひ
と
つ
最
近
の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。同

じ
女
性
の
写
真
を
使
い
、服
の
色
だ
け
を
変
え
て

魅
力
度
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。す
る
と
赤

い
服
の
と
き
だ
け
明
ら
か
に
魅
力
度
が
高
く
な
っ

た
の
で
す
。評
価
の
理
由
を
聞
く
と
、と
く
に
色
は

意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
も
魅
力
度
だ

け
に
影
響
し
て
、優
し
さ
や
好
感
度
な
ど
に
は
影

響
な
い
の
で
す
。そ
し
て
赤
い
服
が
魅
力
的
に
見
え

る
と
い
う
効
果
は
、男
性
が
女
性
モ
デ
ル
を
評
価

す
る
と
き
だ
け
に
見
ら
れ
ま
し
た
。赤
と
い
う
色
が

明
ら
か
に
無
意
識
レ
ベ
ル
で
感
情
や
認
知
に
作
用

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
じ
つ
に
興
味
深
い
結
果
で

す
。た
だ
、残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
研
究
で
は
日
本

人
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
色
の
心
理
的
パ
ワ
ー
を
知
る
と
生
活
が
豊
か
に

な
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

1987年椙山ঁ学園大学人間関
係学部、։学࣌よりண೚。
2011年�月より3年間人間関係
学部௕。
ઐ໳෼໺ɿೝ஌心ཧ学ɾೝ஌ਆ
心ཧ学ܦ
ॴଐ学ձɿ日ຊ心ཧ学ձ、日ຊ
ೝ஌ਆܦ科学学ձ

椙
山
女
学
園
大
学
附
属
小
学
校
に
は
、名
古

屋
市
内
だ
け
で
な
く
市
外
、ま
た
は
県
外
か
ら
通

学
す
る
児
童
が
い
ま
す
。保
護
者
の
方
々
は
、無

事
登
校
し
た
か
、そ
し
て
何
時
に
帰
宅
す
る
の
か

心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
こ
で「
※
ミ
マ

モ
ル
メ
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、お
子
さ
ん
の

登
校
・
下
校
時
に
保
護
者
に
自
動
通
知
メ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、通
学
に
使
う
交
通
機
関

に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
時
な
ど
は
、直
接
お
子
さ

ん
と
連
絡
を
取
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
こ

で
、本
校
で
は
、保
護
者
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は

キ
ッ
ズ
携
帯
ま
た
は
普
通
の
携
帯
電
話
の
所
持
を

許
可
し
て
お
り
ま
す
が
、ス
マ
ホ
の
所
持
は
許
可
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に

ス
マ
ホ
は
、メ
ー
ル
や
通
話
機
能
の
ほ
か
に
様
々

な
ア
プ
リ
を
使
用
で
き
る
非
常
に
便
利
な
ツ
ー
ル

で
す
が
、判
断
能
力
が
未
熟
な
児
童
が
使
っ
た
場

合
に
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。ま
た
、i
P
a
d
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

3
D
S
、P
S
P
な
ど
通
信
可
能
な
ゲ
ー
ム
機
、一

部
の
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
、ス
マ
ホ
と
同
じ
で
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
や
L
I
N
E
に
代
表
さ
れ
る
S
N
S

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）ア
プ
リ
が
使

用
で
き
ま
す
の
で
同
様
の
注
意
が
必
要
で
す
。

S
N
S
で
は
、グ
ル
ー
プ
内
し
か
メ
ー
ル
の
や
り
と
り

が
見
え
な
い
の
で
、い
じ
め
の
温
床
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ま
た「
す
ぐ
返
信
し
な
き
ゃ
」と
い
う

不
安
に
か
ら
れ
、ス
マ
ホ
を
片
時
も
手
放
せ
な
く
な

る「
つ
な
が
り
過
剰
症
候
群
」に
陥
っ
て
い
く
危
険

が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、パ
ソ
コ
ン
と
違
い
携
帯
性
が

高
い
ス
マ
ホ
は
、学
校
や
保
護
者
の
目
が
届
き
に
く

く
、や
る
べ
き
勉
強
を
放
棄
し
、友
達
関
係
か
ら
外

れ
、一
人
孤
立
し
て
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
は
ま

る「
ネ
ッ
ト
依
存
」に
陥
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

小
学
生
は
、時
に
は
友
達
と
け
ん
か
を
し
た
り
、

仲
直
り
し
た
り
し
な
が
ら
心
を
通
わ
す
健
全
な
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る
時
期
で
す
。大
人
が

使
っ
て
便
利
だ
か
ら
、子
供
が
欲
し
が
る
か
ら
と
い
っ

て
安
易
に
与
え
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え

ま
す
。そ
れ
以
前
に
挨
拶
、敬
語
な
ど
の
会
話
の

基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。ま
た
、学
校
生
活
を
送
る
な
か
で
、相
手
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
話
し
方
や
接
し
方
な
ど
を
直
接

体
験
の
な
か
で
学
ば
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

親
子
で
ル
ー
ル
の
確
認
を

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、使
用
ル
ー
ル

を
親
子
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

接
続
制
限
、時
間
制
限
な
ど
の
ル
ー
ル
を
、買
い
与

え
る
前
に
文
書
で
約
束
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。そ
し

て
、親
と
し
て
、お
子
さ
ん
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を

い
つ
も
把
握
し
、一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
で
は
児
童
対
象
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
も
ち

ろ
ん
、保
護
者
対
象
に
も
講
習
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。積
極
的
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

椙
山
女
学
園
の
教
育
理
念「
人
間
に
な
ろ
う
」

は
、お
互
い
の
目
を
見
て
挨
拶
や
言
葉
を
交
わ
し
、

健
全
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
人
間
に
成

長
す
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
ま
す
。お
子
さ
ん
に
ス

マ
ホ
な
ど
を
与
え
る
時
期
を
正
し
く
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

૿Ҫ （ಁますい とおΔ）

。ෞҭͪذ౎生まれژ
名ݹ԰ཱࢢ小学校教諭として小学校ӳޠ
活ಈにܞΘり、教員໔ڐঢ়ߋ新ߨशࢣߨ等
を຿ΊΔ。2013年より椙山小学校教諭。現
。։発にऔり૊ΉۀはJ1BEを活༻した授ࡏ

෱Ԭ ͳΛΈ（;くおか なをみ）

日々の生活の中での;としたٙ໰はありま

ͤんか。日ৗのٙ໰から、子ҭて、๏཯、ॅ

まい、Ոܭ、৯΂෺、こと͹、高ྸऀ໰୊な

ͲԿでもおد くͤͩ さい。࣭ ໰はձ報ཪ໘

のಉ૭ձࣄ຿ہ΁。メʔϧでも'"9でも

0,です。

օ༷かΒの࣭問を
͓まͪ しています。

就
職
活
動
中
の
学
生
で
す
。黒
の
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
ば
か
り
着
て
い
る

の
で
普
段
着
が
派
手
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
で
し
ょ
う
か
？

このίʔφʔではಉ૭生の皆様からͤدられた

ٙ໰ɾ࣭໰に、椙山ঁ学園の֤ઐ໳෼໺の先生が

Θかりやすくお౴えしてくͩ さいます。

色
は
無
意
識
に
作
用
す
る

人
間
関
係
学
部
心
理
学
科
　
教
授
　
増
井
　
透

小
学
校
　
教
諭
　
福
岡
　
な
を
み

2 2"
子
供
に
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
せ
る
に
あ
た
っ
て
、

何
か
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

小
学
校
で
の
ス
マ
ホ
の
扱
い
や

ス
マ
ホ
を
使
う
と
き
気
を
つ
け
る
こ
と

"

※*$λάを࣋ったࣇಐがొԼ校࣌校໳を௨過した࣌、อ護ऀにメʔϧをࣗ ಈ഑৴すΔαʔϏε。

���2



27.4.1
ͻ͙ͪ

27.4.�
竹中

27.4.17
竹中

27.4.27
佐々木

27.5.7
佐々木

27.5.11
小木曽

27.5.12
桑原

年の様子ࡢ年の様子ࡢ

年の高中࠙਌ձの様子ࡢ

˔৔ॴɿ山ఴΩϟンύεϥンνϧʔϜɹ
˔࣌間ɿ11ɿ00～1�ɿ00
500
Ճඅɿ2ࢀ˔ԁ
˔定員ɿ100名

�த同窓会࠙਌会ߴ

（文462卒ࠃ୹大）ɿᶃ原田さとみࢣߨ˔
 ᶄླ໦美 ɹ（ίϛ)25卒ࠃྰ）

˔৔ॴɿ੕がٰΩϟンύε 
ɹɹɹ  文化情報学部メσΟΞ౩001教ࣨɹ
˔࣌間ɿड෇9ɿ30～ɹߨԋձ10ɿ00～11ɿ15

椙山ϗʔϜΧϛϯάσΠ

˗ଔۀੜʹΑΔߨԋձ

˔৔ॴɿ੕がٰΩϟンύε 大学ձؗ1'
˔࣌間ɿड෇ɾ։৔11ɿ15～ɹऴྃ༧定12ɿ30
はҊ಺ϋΨΩ（9月上०）をごཡくͩࡉৄ※ さい。

˗ֶ෦ަྲྀձʢςΟʔύʔςΟʔʣ
খ学ߍ同窓会૯会

˔日ɹ ࣌ɿฏ੒��年�� �݄೔ʢ౔ʣ 11ɿ00～（ड෇10ɿ15～）ɹ
˔৔ɹॴɿ名ݹ԰ޫ؍ϗςϧɹ3'ಹݹの間ɹ

名ݹ԰ࢢ中۠1�19�30ۋɹ5&-052�231�7711
000
Ճඅɿ8ࢀ˔ԁ
˔కɹ੾ɿ平成27年10月10日（౔）

಺ɹ༰ɿ૯ձɾॕ լձ（ۏԋ૗ɾձ৯）
ԋɹ૗ɿઙ井大美子 ଞ（ۏɾϰΝΠΦϦンɾϋʔϓ）
記念඼ɿ小෩࿊ෑ（ژ౎ 井ᖒ԰）

ੀঁࢁ学園૑ཱ���प年ه೦
ಉ૭ձ૯ձɾॕ լձ

˔৔ॴɿ小学校ϑϨンυγοϓϗʔϧɹ

ಉ૭生の皆様お༠いあΘͤの上、ͥ ͻごࢀՃくͩ さい。

ৄ、みࠐՃ申ࢀ しい಺༰については、ಉ૭ձࣄ຿ہ	052�781�5952
までお໰い߹Θ くͤͩ さい。 

1�日（土）
10月

�日（土）
�月

16日（土）
�月

19日（土）
9月

29日（日）
11月

2�日（日）
�月

26日（金）
6月

6日（日）
9月

平成26年ઃཱ૯ձ

ଔۀੜのօ༷には݈͝উの ͱ͜ͱおܚびਃし上͛ま͢。

ฏૉは学Ԃಉ૭ձに͝ ཧղͱ͝ Γまして੣にࣀԉをࢧ Γ͕͋ ͱう͝ ͟いま͢。

ੀঁࢁ学Ԃ͕໌࣏��೥ʢ����೥ʣに໊ݹ԰ࡋ๓ঁ学ߍͱして։ߍしてҎདྷ

೥で૑ཱ���प೥をܴࠓ Β͑Εま͢ ͱ͜、ଔۀੜͱしてେมت͹し͘ ৺ΑΓおॕいਃし上͛ま͢。

学Ԃಉ૭ձでは૑ཱ���प೥ه೦ಉ૭ձ૯ձɾॕ լձを։࠵し

օ ͱ༷͝ Ұॹにおॕいしͨいͱଘ͡ ま͢。

͝ଟ༻தͱはࢥいま͕͢、お༠い͋Θͤのう͑ େ੎͝ࢀՃ͘ ͩ͞ いま͢Αう

৺ΑΓおئいਃし上͛ま͢。

年間行事予定E V E N T  S C H E D U L E

೥΋ջࠓ し͔いߴ౳学ߍɾத学ߍのࢁఴΩϟンύスにて
。கしま͢࠵தಉ૭ձ࠙਌ձを։ߴ
Ͳうͧ お༠い͋Θͤのう͑ おग़͔͚͘ ͩ͞ い。

ผ͝ࢴҊ಺と
ৼ込用ࢴを͝ ֬ೝの上

͓ૣΊに
͓ਃ込みくͩ い͞。

※ࣸਅはΠメʔジです

日付
未定

����

෦૯会ࢧ

֤学ߍ同窓会

会ʣ૯会ו෦ʢՖ়ࢧॏࡾ
�ԋ会ߨ
˔৔ॴɿ࢛ 日ࢢࢢւ山ಓਆࣾ ؗࡈ
˔࣌間ɿ10ɿ30～1�ɿ30
000
Ճඅɿ2ࢀ˔ԁ
ԋձɹߨ˔
ɿଠ田;み子先生ࢣߨ
椙山ঁ学園高等学校教಄ݩ
ԋ୊ɿh 椙山中高ۙੲ（͖ んじΌく）෺ޠ 私のݟた39年ʱ

ؔ౦ࢧ෦ʢͳͰ͜͠会ʣ૯会
˔৔ॴɿ日ຊ֪֠ڮொϩΠϠϧύʔΫϗςϧ

20֊h ύϥοπΦʱ
˔࣌間ɿ12ɿ00～15ɿ00
500
Ճඅɿ8ࢀ˔ԁ

෦ʢΕΜ͛会ʣ૯会ࢧෞذ
˔৔ॴɿذෞάϥンυϗςϧ
˔࣌間ɿ11ɿ00～
000
Ճඅɿ5ࢀ˔ԁ
˔༨ڵɿΦΧϦφԋ૗  ࠇ໺޺௨ࢯ

ؔ੢ࢧ෦ʢ͢ΈΕ会ʣ૯会
˔৔ॴɿ大ࡕϦʔΨϩΠϠϧϗςϧ
˔࣌間ɿ11ɿ30～ 
000
Ճඅɿ5ࢀ˔ԁ

౦๺ࢧ෦ʢᤳᤶ会ʣ૯会

Ѫ஌ࢧ෦ʢίεϞε会ʣ૯会
ʢຯΊ͙ΓͱίϥϘا画ʣ
ʙ҂ྉཧɾಙ山μϜݟ ɾֶ
͓ ΐͪ̈́ Ҵՙࡦࢄʙ
先ɿ༖൹川ٰԓߦ˔
˔ू߹࣌間ɿ8ɿ00
˔ू߹৔ॴɿӫςϨϏౝ
000
Ճඅɿ7ࢀ˔ԁ
˔定員ɿ70名

がܾまり࣍ࡉৄ ୈ、
ಉ૭ձϗʔϜϖʔジにて
ごҊ಺さͤ ていた͖ͩ ます

がܾまり࣍ࡉৄ ୈ、
ಉ૭ձϗʔϜϖʔジにて
ごҊ಺さͤ ていた͖ͩ ます



27.4.3
竹中

27.4.17
竹中

27.4.27
佐々木

27.5.11
小木曽

27.5.12
桑原

●講師：伊藤波久里
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：1,000円
●定員：10名

手芸講習会

茶道講習会 ～おもてなしの心～

③クリスマスアレンジ（生花）

●講師：杉江今日子
●場所：日進キャンパス多目的ホール（②8/1のみ同窓会館）
●時間：13：30～15：30
●参加費：3,000円　●定員：20名

④春のアレンジ（生花）

●講師：渡邉佳那子
●場所：同窓会館　●時間：13：00～
●参加費：無料　●定員：30名

①気学講座
楽しく生きるための行動気学

●講師：黒柳桂子
●場所：同窓会館　●時間：13：00～
●参加費：無料　●定員：30名

②体に良い食べ物
（食材の組合せも大事）

●講師・場所・時間は未定です
●参加費：無料　●定員：30名

③義務教育について

●講師：若林葵
●場所：同窓会館
●時間：
　13：00～15：00
●参加費：無料
●定員：20名

●講師：水野栄子
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：300円
●定員：20名

着付け講習会 
～着物の着付けを楽しく覚えましょう～

フラワーアレンジメント教室 講座

①ボックスアレンジ（生花）

フラダンス講習会

●講師：中村恵子
●場所：八事窯
●時間：
　10：00～14：00頃
●参加費：
　赤楽／14,000円
　黒楽／15,000円
●定員：20名
　（小学生以下は無料）

陶芸講習会

②テーブルアレンジ
　（アーティフィシャル又はプリザーブド）

③写真の扱い方【2】
　グリーティングカード作成

●講師：文化情報学部教授
　中島豊四郎先生（パソコン研究会顧問）
●場所：椙山女学園星が丘キャンパス内
●時間：10：30～12：00予定
　（③11/21のみ13：30～15：00予定）
●参加費：無料　●定員：20名

パソ研と共に

①写真の扱い方【1】

②iPadとスマホの使い方

●講師：藤井琴美
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：
　大人2,500円
　子供1,000円
●定員：20名

ビーズアクセサリー講習会

●講師：木村佳永林
●場所：同窓会館
●時間：13：30～15：30
●参加費：無料
●定員：10名

簡単リフレと
セルフマッサージ
～足のリフレとマッサージ～

ハワイアンの音楽に合わせて楽しく踊りましょう。

世界に一つだけの楽焼茶碗を作りましょう。

ベネチアンビーズを使った素敵なネックレスを作りましょう。

色の組合せを学んで、自分に似合う色をみつけましょう。

手縫いのキーホルダーを作りましょう。

かぎ編みでお洒落なつけ襟を作りましょう。

お雛様をお祝いし、東山公園の茶室「宗節庵」で美味しいお茶と
長唄の三味線を楽しみましょう。

●講師：杉岡真弓
●場所：同窓会館
●時間：
　13：00～15：00
●参加費：500円
●定員：10名

編み物講習会

●講師：加藤元子
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：1,000円
●定員：10名

カラーコーディネイト講習会

●講師：澤田由美
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：1,000円
●定員：10名

季節を楽しむ会

●場所：東山植物園内
 「宗節庵」

●時間：
　10：00～14：00
●参加費：
　500円（入園料別途）
●定員：50名

参加申込み、詳しい内容については、同窓会事務局(052-781-5952)までお問い合わせください。 

※写真はイメージです

講 習 会 講 習 会

同窓生の皆様お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。 年間行事予定E V E N T  S C H E D U L E

※写真はイメージです

※写真はイメージです
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●講師：伊藤波久里
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：1,000円
●定員：10名

手芸講習会

茶道講習会 ～おもてなしの心～

③クリスマスアレンジ（生花）

●講師：杉江今日子
●場所：日進キャンパス多目的ホール（②8/1のみ同窓会館）
●時間：13：30～15：30
●参加費：3,000円　●定員：20名

④春のアレンジ（生花）

●講師：渡邉佳那子
●場所：同窓会館　●時間：13：00～
●参加費：無料　●定員：30名

①気学講座
楽しく生きるための行動気学

●講師：黒柳桂子
●場所：同窓会館　●時間：13：00～
●参加費：無料　●定員：30名

②体に良い食べ物
（食材の組合せも大事）

●講師・場所・時間は未定です
●参加費：無料　●定員：30名

③義務教育について

●講師：若林葵
●場所：同窓会館
●時間：
　13：00～15：00
●参加費：無料
●定員：20名

●講師：水野栄子
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：300円
●定員：20名

着付け講習会 
～着物の着付けを楽しく覚えましょう～

フラワーアレンジメント教室 講座

①ボックスアレンジ（生花）

フラダンス講習会

●講師：中村恵子
●場所：八事窯
●時間：
　10：00～14：00頃
●参加費：
　赤楽／14,000円
　黒楽／15,000円
●定員：20名
　（小学生以下は無料）

陶芸講習会

②テーブルアレンジ
　（アーティフィシャル又はプリザーブド）

③写真の扱い方【2】
　グリーティングカード作成

●講師：文化情報学部教授
　中島豊四郎先生（パソコン研究会顧問）
●場所：椙山女学園星が丘キャンパス内
●時間：10：30～12：00予定
　（③11/21のみ13：30～15：00予定）
●参加費：無料　●定員：20名

パソ研と共に

①写真の扱い方【1】

②iPadとスマホの使い方

●講師：藤井琴美
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：
　大人2,500円
　子供1,000円
●定員：20名

ビーズアクセサリー講習会

●講師：木村佳永林
●場所：同窓会館
●時間：13：30～15：30
●参加費：無料
●定員：10名

簡単リフレと
セルフマッサージ
～足のリフレとマッサージ～

ハワイアンの音楽に合わせて楽しく踊りましょう。

世界に一つだけの楽焼茶碗を作りましょう。

ベネチアンビーズを使った素敵なネックレスを作りましょう。

色の組合せを学んで、自分に似合う色をみつけましょう。

手縫いのキーホルダーを作りましょう。

かぎ編みでお洒落なつけ襟を作りましょう。

お雛様をお祝いし、東山公園の茶室「宗節庵」で美味しいお茶と
長唄の三味線を楽しみましょう。

●講師：杉岡真弓
●場所：同窓会館
●時間：
　13：00～15：00
●参加費：500円
●定員：10名

編み物講習会

●講師：加藤元子
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：1,000円
●定員：10名

カラーコーディネイト講習会

●講師：澤田由美
●場所：同窓会館
●時間：
　10：00～12：00
●参加費：1,000円
●定員：10名

季節を楽しむ会

●場所：東山植物園内
 「宗節庵」

●時間：
　10：00～14：00
●参加費：
　500円（入園料別途）
●定員：50名

参加申込み、詳しい内容については、同窓会事務局(052-781-5952)までお問い合わせください。 

※写真はイメージです

講 習 会 講 習 会

同窓生の皆様お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。 年間行事予定E V E N T  S C H E D U L E

※写真はイメージです

※写真はイメージです
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27.4.2
小஑

27.4.8
竹中

27.4.28
小஑

27.5.11
小木曽

27.5.12
桑原

平成2�年度　椙山女学園同窓会事業ใࠂ

学園ಉ૭ձ૯ձɾࢧ部௕ձ ɾٞɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��26（౔）
大学ಉ૭ձ૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��26（౔）
高中ಉ૭ձ૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��26（౔）
大学ಉ૭ձӡӦҕ員ձ
 ᶃ��26（౔） ᶄ7�12（౔） ᶅ9�20（౔）
 ᶆ11�15（౔） ᶇ)27ɿ3�7（౔）
高中ಉ૭ձධٞ員ձ
 ᶃ��26（౔） ᶄ6�7（౔） ᶅ8�27（水）
 ᶆ10�25（౔） ᶇ12�13（౔） ᶈ)27ɿ2�21（౔）
生活科学部代දऀձٞɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
 ᶃ5�10（౔） ᶄ10��（౔） ᶅ)27ɿ1�10（౔）
学園ಉ૭ձཧࣄձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
 ᶃ5�17（౔） ᶄ7�19（౔） ᶅ9�13（౔）
 ᶆ11�1（౔） ᶇ)27ɿ1�17（౔）
 ᶈ)27ɿ3�7（౔）
୹ظ大学部ࣄװձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
 ᶃ6�1�（౔） ᶄ11�1（౔） ᶅ)27ɿ1�31（౔）
学園ಉ૭ձධٞ員ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
 ᶃ7�26（౔） ᶄ11�29（౔） ᶅ)27ɿ3�28	౔）
大学ಉ૭ձશମձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�20（౔）
学園ಉ૭ձ໾員ձɾ新年࠙਌ձɾɾɾɾɾɾɾɾ)27ɿ１�2�（౔）

大学ೖ学ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��3（໦）
小学校ೖ学ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��7（月）
高等学校ɾ中学校ೖ学ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��8（Ր）
高等学校卒ۀ ɾࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)27ɿ2�27（ۚ）
大学卒ূۀॻ学Ґ記授༩ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)27ɿ3�1�（౔）
小学校卒ࣜۀɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)27ɿ3�17（Ր）

ձٞ ࣄߦ

ࣜయྻ੮

三重ࢧ部૯ձ ೳؑ৆ʮྉ௾ཱྀؗ 大正ؗʯɾɾɾɾ5�8（໦）
学शձ
 ᶃ5�10（౔） ᶄ7�6（日） ᶅ10��（౔） ᶆ11�29（౔）
関੢ࢧ部 ๅ௩ܶ؍ձ ʮ஦૊ ϕϧαΠϢのᤳᤶʯɾɾɾɾɾ5�23（ۚ）
 ෞάϥンυϗςϧʯɾɾɾɾɾɾɾɾɾ5�28（水）ذ部૯ձ ʮࢧෞذ
関౦ࢧ部૯ձ ʮ新॓ ं԰ຊళʯɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ6�8（日） 
ॳՆの小ཱྀߦ ʮژ౎ ژの౎を๚Ͷてʯɾɾɾɾɾɾ6�11（水） 
ண෇͚ߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ6�1�（౔） 
Ωϧトߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ6�19（໦） 
ϑϥϫʔΞϨンジメント教 ɾࣨɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
 ᶃ6�28（౔） ᶄ8�2（౔） ᶅ12�6	౔） ᶆ)27ɿ2�21（౔）
高中ಉ૭ձ࠙਌ձ（山ఴΩϟンύε）ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ7�5（౔）
（ۚ）ň美ঁと໺्ŉ 7�31（໦）ɹ9�12 ق࢛ஂܶ
陶ܳߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ8�1（ۚ）
ϏʔζΞΫηαϦʔߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ8�22（ۚ）
ຯΊ͙ り ʮᆵ中ఱʯɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ8�23（౔）
ฤみ෺ߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ8�27（水）
ιʔϓΧʔϏンάߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�1（月） 
ΦʔϓンΧϨοジʮ஡ಓʯ
 ᶃ9��（໦） ᶄ10�2（໦） ᶅ11�6（໦）
Ѫ஌ࢧ部૯ձ ϛχίンαʔトʮ名ݹ԰ޫ؍ϗςϧʯɾɾɾɾ9�5（ۚ） 
小学校ಉ૭ձઃཱ૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�6（౔）
؆୯ϦϑϨとηϧϑマοαʔジମݧɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�20（౔）

ୈ�ճ学園ಉ૭ձߨԋձ ᖒޱढ़೭10�11 ࢯ（౔） 
ʯ           10�12（日） 10�26（日）ੈݟإ԰ݹळ名ۋʮ࠲園ޚ
 学ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ10�16（໦）ݟڷ伝授のࠓݹ
ϗʔϜΧϛンάσΠɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ10�18（౔） 
文化情報学部ઃཱ15प年記念ϑΥʔϥϜ̱ ύʔςΟʔɾɾ10�18（౔） 
ΦʔϓンΧϨοジʮϏʔζΞΫηαϦʔߨशձʯ
 ᶃ10�2�（ۚ）  ᶄ11�21（ۚ）
मձʮळຬ٤のݚ部ࢧෞذ ɾཱྀ୩ټ山 ՚ࣉݫʯɾɾ10�30（໦）   
஡ಓຍ఺ߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ11�1（౔）   
୹ظ大学部૑ཱ�5प年記念ߨԋձɾ࠙ ਌ձɾɾɾɾ11�8（౔）   
お஡をいた くͩձ ʮ౦山২෺園಺ɾफ節҇ʯɾɾ11�18（Ր）
Ո੓学部૑ཱ65प年記念ಉ૭ձࣜయʮ名ݹ԰ࡍࠃϗςϧʯ 11�22（౔）
関੢ࢧ部૯ձʮ大ࡕϦʔΨϩΠϠϧϗςϧʯɾɾ11�30（日）   
౦๺ࢧ部૯ձʮメトϩϙϦλンઋ୆ʯɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ12�6（౔）   
ϑϥμンεߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)27ɿ2�5（໦）   

��

2�.4.4
竹中

2�.4.27
佐々木

27.5.12
桑原

27.5.1�
ҏ౻ઍ

ᶃਖ਼ௐ໊ݹ԰ਙ۟ຊӖ
ʮٶͷ೤田ʯʮ໊ݹ԰໊෺ʯ

ᶄਖ਼ௐ໊ݹ԰ਙ۟લӖ
ʮ࿀ͷޥʯ

ᶅਖ਼ௐ໊ݹ԰ਙ۟ຊӖ
ʮඌுେೲݴʯ

ɿ՚๪小ਅࢣߨ˔
˔৔ॴɿಉ૭ձؗ
˔࣌間ɿ10ɿ30～12ɿ00
Ճඅɿࢀ˔
ɹ�ճ࠲ߨ �
800ԁ
˔定員ɿ20名

 美ۏɿ藤井ࢣߨ˔
˔৔ॴɿಉ૭ձؗ
˔࣌間ɿ10ɿ30～12ɿ00
Ճඅɿࢀ˔
ɹ2ճ8 ࠲ߨ
600ԁ
˔定員ɿ10名

ΦʔϓϯΧϨοδ�
ϏʔζΞΫηαϦʔߨश会

ΦʔϓϯΧϨοδ୺Ӗ�
ʙਮͳ୺Ӗɾਖ਼ௐ໊ݹ԰ਙ۟ΛӖ͏ ʙ 

ᶃεϫϩϑεΩʔϏʔζͰ࡞Δ
　ϘʔϧωοΫϨεˍ͓ଗ͍ϒϨεϨοτ

ᶄ؆୯࡞業ͷωοΫϨε
ετϥοϓΛϓϨθϯτࢧׯ　

ৄ、みࠐՃ申ࢀ しい಺༰については、ಉ૭ձࣄ຿ہ	052�781�5952
までお໰い߹Θ くͤͩ さい。 

ᶆਖ਼ௐ໊ݹ԰ਙ۟ຊӖ
ʮՖͷ໊ݹ԰ʯ

ΦʔϓϯΧϨοδ࿈࠲ߨܞ

ಉ૭生の皆様お༠いあΘͤの上、ͥ ͻごࢀՃくͩ さい。 年間行事予定E V E N T  S C H E D U L E

8日
（火）

9月

13日
（火）

10月

23日
（金）

10月

20日
（金）

11月

10日
（火）

11月

8日
（火）

12月

ॳՆͷখཱྀߦ�ʙҏ੎ํ໘ʙ

ɾおかげԣஸ（ٶɾ಺ٶ֎）先ɿҏ੎ߦ˔
˔定員ɿ80名
˔ू߹৔ॴɿӫςϨϏౝɹ
˔ू߹࣌間ɿ8ɿ00
000
Ճඅɿ7ࢀ˔ԁ（平成26年౓年ձඅೲೖऀɹ6
000ԁ）
˔申ํࠐ๏ɿಉ૭ձࣄ຿ہまでお໰い߹Θ くͤͩ さい。
※た しͩ定員になり࣍ ୈక੾とさͤ ていた͖ͩ ます。

（Ӊ࣏平等院にて）ߦ年のॳՆの小ཱྀࡢ

先ɿ༖൹川ٰԓߦ˔
˔ू߹࣌間ɿ8ɿ00
˔ू߹৔ॴɿӫςϨϏౝ
000
Ճඅɿ7ࢀ˔ԁ
˔定員ɿ70名

ຯΊ͙ΓʢѪ஌ࢧ෦ίϥϘا画ʣ
ʙ҂ྉཧɾಙ山μϜݟ ɾֶ͓ ΐͪ̈́ Ҵՙࡦࢄʙ

Πϕϯτ

؍ ʮܶܶஂ࢛قʯ
ԋ໨ݕ౼中

セントレア内でのお買物の後、
フレンチレストラン「クイーンアリス」にて極上のランチを堪能。
食後は空港の舞台裏を見学し、税関のお仕事について学びましょう。
˔ू߹࣌間ɿ9ɿ00ɹ
˔ू߹৔ॴɿӫςϨϏౝ
500
Ճ අɿ3 ࢀ˔ԁ
˔定員ɿ�0名（定員になり࣍ ୈక੾とさͤ ていた͖ͩ ます。）

த෦ߓۭࡍࠃηϯτϨΞݟ学会
ʙʮΫΠʔϯΞϦεʯͰ্ۃͷϑϨϯνͱ

੫ؔͷֶ͓ݟࣄ࢓ʙ

ฏ੒��೥౓ʮॳՆͷ小ཱྀߦʯ
ߐࡸ先ɿ福井ɾߦ˔
˔日 ɿ࣌平成28年6月8日（水）
˔ू߹৔ॴɿӫςϨϏౝ
000
Ճඅɿ8ࢀ˔ԁ（平成27年౓年ձඅೲೖऀ7
000ԁ）

予告

10日
（水）

6月

19日
（土）

9月

19日
（木）

11月

日付
未定

��

支出の部
項　目 予算額 決算額 増　減 備　考
奨学金 400,000 400,000 0 通常運用口座へ奨学金組入れ

雑費 20,000 17,070 2,930 振込手数料
次年度繰越金 5,878,853 5,856,124 22,729

合計 6,298,853 6,273,194 25,659

収入の部
項　目 予算額 決算額 増　減 備　考

奨学金寄付 1,000,000 974,000 26,000 ゆうちょ銀行881,000円 ・
 UFJ銀行 93,000円　170名

利息 500 841 △ 341
前年度繰越金 5,298,353 5,298,353 0

合計 6,298,853 6,273,194 25,659

平成2�年度　椙山女学園同窓会঑学ۚࢉܾ�ཱۚੵۚجใࠂॻ（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
△増　単位：円

椙山女学園同窓会　平成2�年度ܾࢉใࠂॻ（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
△増　単位：円

上記の通り報告いたします。
　平成27年4月15日　会計　 早田　芳子　

上記監査の結果正当なものと認めます。 
　平成27年4月15日　監査　菅沼 友子　芳村 尚子

収入の部
項　　目 予算額 決算額 増　　減 備　　考

入 会 金 33,170,000 33,240,000 △ 70,000 大学・大学院1,133名＠20,000、104名（椙中）＠10,000、
高校161名 ・ 中学232名＠20,000
小学校84名＠20,000

年 会 費 5,000,000 4,720,000 280,000 2,360名＠2,000
維 持 管 理 費 4,000 12,000 △ 8,000
寄 付 金 収 入 0 0 0
活 動 基 金 収 入 0 0 0
奨 学 金 組 入 400,000 400,000 0

特 別 収 入 2,000,000 2,000,000 0 家政学部65周年・短期大学部45周年行事資金
＠1,000,000×2　十六銀行定期口座より

雑 収 入 20,000 125,990 △ 105,990 コピー代・名簿代
利 息 40,000 50,015 △ 10,015
前 年 度 繰 越 金 27,765,241 27,765,241 0

計 68,399,241 68,313,246 85,995
支出の部

項　　目 予算額 決算額 増　　減 備　　考

１．事業費

会 報 発 行 費 5,800,000 5,769,417 30,583 会報59,500部・宛名台紙50,200枚印刷・封入・発送費
大 会 費 0 0 0
支 部 費 1,020,000 1,020,000 0 各6支部活動費
奨 学 金 1,400,000 1,250,000 150,000 大5名（各20万）、高4名（各5万）、中1名（5万）
糸 菊 分 担 金 500,000 500,000 0 3,200冊
卒 業 記 念 品 費 1,800,000 1,832,000 △ 32,000 栞2,000個
Ｈ Ｐ 運 営 費 300,000 275,400 24,600 ホームページ更新料（動画仕様・小タイトル変更）
活 動 費 3,100,300 2,650,085 450,215 講演会、講師料,講師交通費、手土産代（各支部総会等）

特 別 行 事 費 3,500,000 3,152,890 347,110 小学校同窓会設立総会891,866円、家政学部65周年・
短期大学部45周年各1,000,000円、文化情報学部15周年261,024円

２．管理費

人 件 費 5,000,000 4,998,000 2,000 事務職員給料5名
設 備 維 持 費 400,000 220,889 179,111 名簿システム改修料、コピー機リース料、ウィルスバスター更新料
水 道 光 熱 費 350,000 388,885 △ 38,885 ガス、水道料
備 品 費 500,000 513,215 △ 13,215 名簿管理用パソコン2台・ビデオカメラ購入・古端末処分代
会 議 費 3,030,000 2,080,424 949,576 各同窓会会議・各支部等参加費
交 通 費 3,360,000 2,443,480 916,520 事務員、各委員会、各支部参加等交通費
通 信 費 2,560,000 2,299,250 260,750 会議・ホームカミングデイ案内の発送、切手代
消 耗 品 費 850,000 1,105,414 △ 255,414 積算カウンター料、事務用品、台所用品代
雑 費 ・ 手 数 料 525,000 453,562 71,438 振込手数料、税理士顧問料、貸金庫使用料
印 刷 費 590,000 469,260 120,740 会則、封筒、伝票、ホームカミングデイ往復ハガキ印刷代
予 備 費 210,000 0 210,000

３．積立金 事 業 積 立 金 20,000,000 19,019,899 980,101 三菱東京UFJ銀行定期元本組入、各行定期・普通利息
同 窓 会 館 維 持 費 0 1,000,000 △ 1,000,000 三菱東京UFJ銀行新規口座開設

４．慶弔費 慶 弔 費 500,000 577,578 △ 77,578 卒業・入学式祝花、供花、弔電代
次 年 度 繰 越 金 13,103,941 16,293,598 △ 3,189,657

計 68,399,241 68,313,246 85,995



27.4.18
Ԟଜ

27.4.22
竹中

27.4.28
小஑

27.5.1
佐々木

ੀֶঁࢁԂಉ૭ձ೥ձඅೲೖͷ͓͍ئ

ৼࠐઌ 椙山女学園同窓会ʢ同෧ͷৼࢴ༺ࠐҎ֎͸ৼࠐख਺ྉ͸͝ຊਓෛ୲ͱͳΓ·͢ʣ

঑学ۚͷد෇Λ͍͍ͯͨͩͨ͠օ༷�ʢ201�೥�݄1೔ʙ2015೥�݄�1೔までʣ

ଟֹのごد෇Λࣀりありがとうございました。

ձใࢽに͸、د෇Λして௖いたօ༷の໊͓લがͬࡌて͓りま͢。

ごཧղとごڠ をྗいたͩ ͖੣にありがと͏ ご͟ いました。

૯人਺ɿ170名
（ಗ名ر๬ऀ 6名ؚ）
000
�97 ܭ߹ԁ

ੀঁࢁ学園ಉ૭ձ঑学ۚにͭいて

ҨଃʹΑΔد෇੍౓ʹ͍ͭͯ
ɹ椙山ঁ学園では༏れた教ҭとڀݚをさらに発展さͤ ΔたΊにҨଃによΔد෇ۚをड͚෇͚ています。ຊ学園の卒ۀ生や一ൠ༗ࢤのํで、ݸ人のॴ༗すΔ࢈ࢿ
をক来ごຊ人が੦ڈされた࣌に、ͦ の࢈ࢿのશ部または一部をຊ学園にҨଃしていた͖ͩ 、Ҩଃされた࢈ࢿをຊ学の教ҭɾڀݚ活ಈのݯࡒとして活༻さͤ ていた

くͩものです。ຊ学園ではҨݴ৴ୗに関すΔ૬ஊ૭ޱとして、中ԝ三井৴ୗۜߦを঺介さͤ ていた͖ͩ 、ઐ໳ελοϑが૬ஊをおड し͚ます。

ɹ日ࠒは椙山ঁ学園ಉ૭ձにごࣀྗڠりまして੣にありがと͏ ご͟ います。
ಉ૭ձの活ಈは、ձ員の皆様の年ձඅと新ೖ生のೖձۚによってӡӦされております。これらのೲೖۚは、ʮر๬（のͧみ）ʯの発ץ、঑学ۚ、ߨԋձ、記念ۀࣄ、
֤学校ಉ૭ձ活ಈඅ、ࢧ部活ಈඅ、卒ۀ生΁の記念඼ଃఄ等に࢖Θͤて௖いております。皆様とともによりॆ し࣮たಉ૭ձ活ಈのӡӦඅとなりますので、ձඅ
ೲೖとともにಉ૭ձ活ಈ΁のごࢀՃをよΖしくおئいします。

ɹ平成23年౓より、学園ಉ૭ձ঑学੍ۚ౓を中学校ɾ高等学校の生ె、大学生ɾ大学院生をର৅として࣮ࢪしております。現ࡏまで、皆様のਂいごཧղを
いた͖ͩ 、ごد෇をࣀりましたこと、ް くྱޚ申し上げます。ຊ年もҾ͖ଓ ご͖ྗڠ、ごࢧԉをおئいいたします。一ޱઍԁ、ԿޱでもՄとさͤ ていた͖ͩ ます。
ごد෇いた͖ͩ ましたํはر๬（のͧみ）にお名લをࡌܝさͤ ていた͖ͩ ます。

˗੫の༏۰ાஔ
ɹ 学校๏人΁の࢈ࡒのҨଃがあった৔߹は、ͦ のҨଃした࢈ࡒは૬ଓ੫のඇ՝੫࢈ࡒとなります。

年ձඅは1年2
000ԁです。
名 椙山ঁ学園ಉ૭ձ（いと͗࠲ޱ˗൪߸（༣ศৼସ） 00800�0�21950ɹ࠲ޱ˗ くձ）
ɹ ಉ෧のઐ༻ৼࠐみ༻ࢴをごར༻くͩ さい。 ※ಉ૭ձࣄ຿ہでもೲೖで͖ ます。ࣗ ಈܧଓҾ͖ མとしをごر๬のํはಉ૭ձࣄ຿ہにご࿈བྷくͩ さい。

ଞۚ༥ػ関からのৼ࠲ޱ༺ࠐ൪߸ɹʓീ۝（θϩϋνΩϢ΢）ళ（089）ɹ౰࠲ɹ0021950（ಉ෧のৼࢴ༺ࠐҎ֎はৼࠐख਺ྉはごຊ人ෛ୲となります）

˗お໰い߹Θͤ
ɹ 学校๏人椙山ঁ学園（ࡒ຿ܦཧ՝） 052�781�1186（代ද） ʗ 椙山ঁ学園ಉ૭ձ 052�781�5952

˗ 三ඛ౦ߦۜ+'6ژ ੕ϲٰ ళී௨༬ۚ0080265  ˗Ώ͏ࢧ ΐͪۜ 記߸൪߸ 008�0�5�206932࠲ޱ ߦ

2�

27.4.2
小஑

27.4.8
竹中

27.4.17
Ԟଜ

27.5.11
小木曽

27.5.12
桑原

ձٞ ࣄߦ

平成27年度　椙山女学園同窓会事業計画

ࣜయྻ੮

学園ಉ૭ձ૯ձɾࢧ部௕ձ ɾٞɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��25（౔）
大学ಉ૭ձ૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��25（౔）
高中ಉ૭ձ૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��25（౔）
大学ಉ૭ձӡӦҕ員ձɾɾɾᶃ��25（౔） ᶄ7�25（౔）
 ᶅ9�26（౔） ᶆ11�21（౔） ᶇ)28ɿ2�6（౔）
高中ಉ૭ձධٞ員ձ
 ᶃ��25（౔） ᶄ5�23（౔） ᶅ8�29（౔）
 ᶆ10�31（౔） ᶇ12�5（౔） ᶈ)28ɿ2�20（౔）
生活科学部代දऀձٞ
 ᶃ5�9（౔） ᶄ9�5（౔） ᶅ11�1�（౔） ᶆ)28ɿ1�9（౔）
学園ಉ૭ձཧࣄձ
 ᶃ6�6（౔） ᶄ7�18（౔） ᶅ9�12（౔）
 ᶆ10�2�（౔） ᶇ)28ɿ1�23（౔） ᶈ)28ɿ3�19（౔）
୹ظ大学部ࣄװձ
 ᶃ6�13（౔） ᶄ11�28（౔） ᶅ)28ɿ2�11（໦）
学園ಉ૭ձධٞ員ձ
ɹ ᶃ7�25（౔） ᶄ10�31（౔） ᶅ)28ɿ3�26	౔）
大学ಉ૭ձશମձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�26（౔）
文学部ɾࡍࠃίϛϡχέʔγϣン学部ձٞɾɾ12�12（౔）
学園ಉ૭ձ໾員ձɾ新年࠙਌ձɾɾɾɾɾɾɾɾ)28ɿ1�30（౔）

ʯɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ���（౔） ��19（日）بՎ෣ܗʮ࢛月花࠲園ޚ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾᶃ5�9（౔） ᶄ9�5（౔） ᶅະ定࠲ߨ
ϑϥϫʔΞϨンジメント教 ɾࣨɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
 ᶃ5�16（౔） ᶄ8�1（౔） ᶅ12�5（౔） ᶆ)28ɿ2�20（౔）
खܳߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ5�16（౔）
三重ࢧ部૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ5�16（౔）
関౦ࢧ部૯ձ ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ5�2�（日）
ॳՆの小ཱྀߦʮҏ੎ํ໘ʯɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ6�10（水）
ண෇͚ߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ6�13（౔）
関੢ࢧ部 ๅ௩ܶ؍ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ6�19（ۚ）
（ۚ）部૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ6�26ࢧෞذ
ύιݚとڞに
 ᶃ6�27（౔） ᶄ10�3（౔） ᶅ11�21（౔）
高中ಉ૭ձ࠙਌ձ（山ఴΩϟンύε）ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ7��（౔）
ϑϥμンεߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ7�23（໦）
陶ܳߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ7�31（ۚ）
ϏʔζΞΫηαϦʔߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ8�21（ۚ）
小学校ಉ૭ձ૯ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�6（日）
ΦʔϓンΧϨοジʮ୺Ӗʯ
 ᶃ9�8（Ր） ᶄ10�13（Ր） ᶅ11�10（Ր） ᶆ12�8（Ր）

ຯΊ͙ りɾѪ஌ࢧ部όεཱྀߦɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�19（౔）
؆୯ϦϑϨとηϧϑマοαʔジମݧɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ9�26（౔）
ϗʔϜΧϛンάσΠɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ10�17（౔）
ΦʔϓンΧϨοジʮϏʔζΞΫηαϦʔߨशձʯ
  ᶃ10�23（ۚ） ᶄ11�20（ۚ）
学園૑ཱ110प年記念ಉ૭ձ ૯ձɾॕ լձɾɾɾ11�7（౔）
中部ߓۭࡍࠃηントϨΞݟ学ձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ11�19（໦）
஡ಓຍ఺ߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ11�28（౔）
関੢ࢧ部૯ձʮ大ࡕϦʔΨϩΠϠϧϗςϧʯɾɾ11�29（日）
ฤみ෺ߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ12�5（౔）
ΧϥʔίʔσΟネΠトߨशձɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)28ɿ2�5（ۚ）
節をق しָΉձʮ౦山২෺園಺ɾफ節҇ʯɾɾɾɾ)28ɿ3�3（໦）
؍ ʮܶܶஂ࢛قʯɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾݕ౼中

大学ೖ学ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��3（ۚ）
小学校ೖ学ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��6（月）
高等学校ɾ中学校ೖ学ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��7（Ր）
高等学校卒ۀ ɾࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)28ɿ3�1（Ր）
大学卒ূۀॻ学Ґ記授༩ࣜɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)28ɿ3�15（Ր）
小学校卒ࣜۀɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ)28ɿ3�17（໦）

��

平成27年度　椙山女学園同窓会঑学ཱۚۚੵۚج�༧ࢉ（平成27年  4月 25日）
　　△増　単位：円

椙山女学園同窓会　平成27年度ऩࢧ༧ࢉ
（平成27年  4月 25日）　　△増　単位：円

収入の部
項　　目 H26年度決算額 Ｈ27年度予算額 増　　減 備　　考

入 会 金 33,240,000 35,600,000 △ 2,360,000 大学・大学院1,236名・高校197名・中学254名・小学校93名＠20,000
年 会 費 4,720,000 5,600,000 △ 880,000 2,800名＠2,000
維 持 管 理 費 12,000 4,000 8,000
寄 付 金 収 入 0 0 0
活 動 基 金 収 入 0 0 0
奨 学 金 組 入 400,000 400,000 0

特 別 収 入 2,000,000 62,000,000 △ 60,000,000 三菱東京UFJ銀行定期口座より5,000万円、
十六銀行定期口座（大学同窓会分）より1,200万円解約

雑 収 入 125,990 20,000 105,990 コピー代等
利 息 50,015 40,000 10,015
前 年 度 繰 越 金 27,765,241 16,293,598 11,471,643

計 68,313,246 119,957,598 △ 51,644,352
支出の部

項　　目 H26年度決算額 H27年度予算額 増　　減 備　　考

１．事業費

会 報 発 行 費 5,769,417 6,000,000 △ 230,583 会報60,000部・宛名台紙50,200枚印刷・封入・発送費
大 会 費 0 5,000,000 △ 5,000,000 学園創立110周年記念同窓会祝賀会
支 部 費 1,020,000 920,000 100,000 各6支部活動費
奨 学 金 1,250,000 1,400,000 △ 150,000 大学5名（各20万）、高校4名（各5万）、中学4名（各5万）
糸 菊 分 担 金 500,000 500,000 0 3,200冊
卒 業 記 念 品 費 1,832,000 2,000,000 △ 168,000 栞2,000個
Ｈ Ｐ 運 営 費 275,400 300,000 △ 24,600 ホームページ改修料
活 動 費 2,650,085 3,600,000 △ 949,915 講演会、講師料、講師交通費、手土産代（各支部総会等）
特 別 行 事 費 3,152,890 0 3,152,890
学 園 創 立 1 1 0 周 年 寄 付 0 50,000,000 △ 50,000,000 学園創立110周年寄付金、学園同窓会より学園へ5,000万円
大学同窓会より大学へ奨学金寄付 0 12,000,000 △ 12,000,000 大学同窓会預かり分

２．管理費

人 件 費 4,998,000 5,000,000 △ 2,000 事務職員給料5名
設 備 維 持 費 220,889 300,000 △ 79,111 名簿システム改修料
水 道 光 熱 費 388,885 400,000 △ 11,115 ガス、水道料金
備 品 費 513,215 700,000 △ 186,785 コピー機・三脚
会 議 費 2,080,424 3,000,000 △ 919,576 各同窓会会議・各支部等参加費
交 通 費 2,443,480 2,900,000 △ 456,520 事務員、各委員会、各支部参加等交通費
通 信 費 2,299,250 2,800,000 △ 500,750 会議・ホームカミングデイ案内の発送、切手・はがき
消 耗 品 費 1,105,414 1,000,000 105,414 積算カウンター料、事務用品、台所用品代
雑 費 ・ 手 数 料 453,562 500,000 △ 46,438 振込手数料、税理士顧問料、貸金庫使用料
印 刷 費 469,260 600,000 △ 130,740 会則、封筒、伝票、ホームカミングデイ往復はがき印刷代
予 備 費 0 900,000 △ 900,000

３．積立金 事 業 費 19,019,899 4,520,000 14,499,899
同 窓 会 館 維 持 費 1,000,000 500,000 500,000

４．慶弔費 慶 弔 費 577,578 600,000 △ 22,422 卒業・入学式祝花、供花、弔電代
次 年 度 繰 越 金 16,293,598 14,517,598 1,776,000 年度初め諸経費支払い分

計 68,313,246 119,957,598 △ 51,644,352

支出の部
項　目 Ｈ26年度決算額 Ｈ27年度予算額 増　減 備　考
奨学金 400,000 400,000 0 通常運用口座へ奨学金組入れ

雑費 17,070 15,000 2,070 振込・振替手数料
次年度繰越金 5,856,124 6,341,624 △ 485,500

合計 6,273,194 6,756,624 △ 483,430

収入の部
項　目 Ｈ26年度決算額 Ｈ27年度予算額 増　減 備　考

奨学金寄付 974,000 900,000 74,000
利息 841 500 341

前年度繰越金 5,298,353 5,856,124 △ 557,771
合計 6,273,194 6,756,624 △ 483,430
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The area around Nagoya Castle is 
one of the oldest areas of the city.The 
original castle was built in 1612 by 
Shogun Tokugawa Ieyasu. It was 
burnt down in an air raid during 
World War 2, and the present struc-
ture is a replica built in 1959. The 
best known items associated with 
Nagoya castle are the “Golden killer 
whales” or “Shachihoko”. They are 
two ridgeend tiles plated with thick 
pure gold. Shachihoko were believed 
to protect the castle from fire.
The Nagoya area is known as a home 
of historic Samurai(warriors) leaders. 
In order to attract more visitors to 
Nagoya, the city government orga-
nized “Bushotai”, a group of nine 
performers wearing Samurai armor.
They put on live performances of 

songs, dances, and quiz shows about 
the history of Nagoya.
To build the stone base of the build-
ings and the moats surrounding the 
castle, thousands of large stones were 
brought to Nagoya from all over 
Japan. Various marks are engraved 
on the stones to identify their donors.
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ʮύンϑձʯは平成22年にࡍࠃίϛϡχέʔγϣン学部໦ଜθϛの༗10ࢤ名で発
଍。Ҏ来�年間にΘたり、߹2ܭ�名の学生がӳ文名ݹ԰঺介ύンϑʮ8FʟSF 5IF 
/BHPZBOT �ʯの࡞成に関Θって来ました。औࡐɾ原ࣥߘචɾϨΠΞ΢トなͲ、́ とんͲ
のۀ࡞を学生͚ͩ でߦっています。
この࡭子は、学生がཹ学先なͲで名ݹ԰を঺介で͖ Δよ͏ にと࡞成されたものです
が、֎ࠃからのཹ学生の教ࡐとして、また教員がւ֎出ுすΔࡍの名ࢗ代Θりとして
も活༻されています。平成27年2月にはୈ�版を出版。名ݹ԰の歴史࢈、 、ࣄߦ、ۀ
৯文化、༗名人なͲ7ジϟンϧ2�߲໨をऔり上げ、ࣸ ਅとӳ文でղઆしています。

歴史上の人෺の੏
名は日ຊࣜのॱং
で0,。

࣌ށߐの人にࠃ֎
代とか昭和とかݴっ
ても௨じまͤん。年
߸は੢ྐྵでネ。

ʮ武কୂʯʁʁʁ
༁ͤない ݴ ༿は、
஌っていΔݴ༿でઆ
明しましΐ͏ 。

ఱकֳはݐ࠶です
が、石֞はຊ෺ ʂ
໲のҙຯを࿩してࠁ
あげΔとڵຯを࣋っ
てもらえます。

インターネットなどを
活用して、外国の方
が驚くようなネタを
仕込みましょう。

γϟνはʡLJMMFS XIBMFʡ。
ාͦ͏ ですͶ。

5IF )FBSU PG +BQBO
/"(0:"
1�#BDLHSPVOE *OGPSNBUJPO PO /BHPZB
2�5SBOTQPSUBUJPO

)JTUPSJDBM /"(0:"
3�/BHPZB $BTUMF � 5PLVHBXB�&O
��)PNNBSV 1BMBDF �
5�"UTVUB 4ISJOF
6�0TV
7�/BHPZB :V[FO

*OEVTUSJBM /"(0:"
8�50:05" $PNNFNPSBUJWF .VTFVN

PG *OEVTUSZ BOE 5FDIOPMPHZ
9�5PZPUB ,BJLBO &YIJCJUJPO )BMM � 
ɹ1MBOU 5PVS
10�/PSJUBLF .VTFVN
11�5IF 1PSU PG /BHPZB

"UUSBDUJPOT BOE &WFOUT JO /"(0:"
12�5IF /BHPZB $JUZ 4DJFODF .VTFVN
13�.PSJDPSP 1BSL &YQP 2005 

"JDIJ $PNNFNPSBUJWF 1BSL
1��%PNBUTVSJ
15�5IF 8PSME $PTQMBZ 4VNNJU

$FMFCSJUJFT GSPN /"(0:"
16�*DIJSP &YIJCJUJPO 3PPN
17�4,&�8
18�/BHPZB
UIF $JUZ PG )PQF GPS UIF 'VUVSF

'PPE $VMUVSF JO /"(0:"
19�/BHPZB�.FTIJ	/BHPZB $VJTJOF

20�ʡ.PSOJOH 4FSWJDFʡJO /BHPZB
21�$PNF 0O
4ISJNQ -PWFST �

8PNFO FNQPXFS UIF /"(0:"/T
22�5IF /BHPZB 8PNFOʟT .BSBUIPO
23�4BLBF � /BHPZB 4UBUJPO
2��4VHJZBNB +PHBLVFO 6OJWFSTJUZ

◆問い合わせ先
椙山女学園同窓会 事務局
TEL:052-781-5952

$0/5&/54

8FʟSF 5IF /BHPZBOT�

冊子を作成するきっかけは
地元名古屋をもっと
上手に紹介したかったんです ！

英語って難しいと
思っているあなた。

実はチョットしたポイントを
つかむと、かんたんに英語で

説明できるんです。
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27.5.12
桑原

お世話になりました

６年間で５２名の卒
論生、院生を送り出
すことが出来ました。
学生達に心から感謝
しています。皆様と、
学園の益々のご発展
を祈念します。

定年を迎えられた先生からのごあいさつ

退職された先生

生活科学部 教授  小野 徹郎先生

旧職員  大学 名誉教授 櫻井 好朗 先生 平成26年 5月  8日

旧職員  大学 教授 成瀬 高明 先生 平成26年 7月15日

旧職員  大学 名誉教授 中山 晃 先生 平成26年 9月  7日

旧職員  大学 教授 安藤 慶一郎 先生 平成26年 9月  8日

旧職員  大学 教授 水崎 節文 先生 平成26年12月  5日

旧職員  大学 名誉教授 森川 重昭 先生 平成26年12月20日

旧職員  大学 名誉教授 中川 晋介 先生 平成27年  1月15日

旧職員  大学 名誉教授 渡邉 毅 先生 平成27年  3月  8日

～謹んでお悔やみ申し上げます～

永年、学園の教育にご尽力いただきましてありがとうございました。

（糸菊2015（平成27年版）より抜粋）※は追記

■ 大学
生活科学部 准教授 石原 健吾 先生
人間関係学部 准教授 井上 まり子 先生
現代マネジメント学部 教授 武田 和夫 先生
現代マネジメント学部 准教授 後藤 浩 先生
現代マネジメント学部 准教授 三田 妃路佳 先生
看護学部 教授 中島 正夫 先生
看護学部 准教授 田中 結花子 先生
看護学部 准教授 肥田 佳美 先生
看護学部 准教授 福田 由紀子 先生

■ 高等学校
教諭 島田 隆司 先生
教諭 鹿島 恵美子 先生

■ 小学校
教諭 陶山 啓子 先生

高等学校 教諭  山田 義明先生

訃 報

歴史と伝統につつま
れた環境で過ごす心
地よさを椙山生活で
つよく感じました。
これからも一層の高
みに上げて欲しい。
私にとって新鮮で貴
重な１０年でした。
感謝しております。

文化情報学部 教授  堀川 泉先生

※

※

2�



ੀֶঁࢁԂಉ૭ձ 椙山同窓会ࡧݕ
˔ฤूɾ発ߦɹ椙山ঁ学園ಉ૭ձձ報ҕ員ձ

ॅ�ॴɿ˟ ����ொݩઍछ۠੕ٰ͕ࢢ԰ݹ໊���������
5&-ɿ������������ɹ'"9ɿ������������
&�NBJMɿ�JUPHJLV!PH�TVHJZBNB�V�BD�KQɹʢ事຿ہɿ݄ ʙۚ���ɿ��ʙ��ɿ��ʣ

ຊࢽとಉ෧されていΔѼ名୆ࢴに記ࡌされていΔ̞ φ̙ンόʔがあなたのநબ൪߸となります。�� �݄�೔·ͰʹϗʔϜϖʔジで౰બ൪߸をご֬ೝくͩ さい。
ご౰બされたํはಉ૭ձࣄ຿ہ΁おి࿩にてご࿈བྷくͩ さい。ご࿈བྷを௖いたํにϓϨθントを発送さͤ ていた͖ͩ ます。
お༑達にもͥͻ教えてあげましΐ͏ ʂʂ（˒このاըはಉ૭生ର৅といたします）ɹ しৄい情報はಉ૭ձϗʔϜϖʔジにてごཡいた͚ͩ ます。

ʮر๬（のͧみ）ʯ、ϗʔϜϖʔジをಉ૭生の皆様により޿く஌っていた͖ͩ 、ָ しんでいた͚ͩ Δよ͏ に
ίϥϘاըを࣮ࢪʂʂ ࠓ߸は૑ཱ110प年にͪ なみ、ͲͲʔんと110名の皆様にϓϨθントです  ʂ

3,000円の図書カードと椙山女学園 オリジナルストラップ
椙山女学園 オリジナルストラップ

10名
100名

編集後記

˙ॅॴมߋ
ご結ࠗ、సډなͲで名લ、ॅ ॴが
มߋされたํはಉ૭ձࣄ຿ہ΁
ご࿈བྷくͩ さい。
ॅॴมߋखଓ͖のࡍ、ձ員൪
߸、卒ۀ年౓、学校、学部、生年
月日等を֬ೝさͤ ていた͖ͩ ます。
また、ごՈ଒、お༑達なͲ卒ۀ生
で༣送෺がಧかないํがいらっ
しΌいましたら、ご࿈བྷくͩ さい。

˙Ϋϥεձࣄװ Μ͞ͷ͓ख఻͍க ·͢͠ ɻ
●同窓生住所データ抽出とお渡し。
●案内状発送時のラベルシール無料作成。
●はがきへの印刷。（はがきと内容データは持込ください）
●案内および報告のホームページ掲載。

੕がٰΩϟンύε಺ಉ૭ձؗにて申੥ॻにご記ೖを௖ ま͖す。
ԕํのたΊ来ؗがで͖ ないํには༣送でもঝりますが、ͦ のࡍ
はおి࿩にてຊ人֬ೝをさͤ て௖ ま͖すのでごྃঝくͩ さい。

͓͢͢Ίίϯςϯπ˙ಉ૭ձϗʔϜϖʔδΛ͝ ͘༺׆ ͩ͞ ͍ ʂ

ͷ͝Ҋ಺ࣄߦ
同窓会ओ࠵のイϕン
トΛࡌܝ。またָし͘
開͞࠵れた໛様が報
告͞れͯいますʂ

ॅ所変更なͲもホームページのメールリンΫかΒ行͑ますのͰ、まͣは͝ཡͩ͘͞い。　http://www.og.sugiyama-u.ac.jp/itogiku/

Ϋϥεձɾಉ૭ձ
0(ձ৘ใ

Ϋラス会開࠵の͓஌
Βͤ΍、部活・αーΫ
ルの0(会情報なͲ
Λࡌܝ。

ಉ૭ੜͷϖʔδ
様ʑな৔໘Ͱ活༂すΔ
同窓ੜ΍、同ڃੜがا画
すΔイϕントなͲの͓༠
いが͞ࡌܝれͯいますʂ

ֶԂͷࠓ
大 学 、高 中 、小 学 校
のࠓの࢟がリΞルタ
イムͰ഑信͞れͯい
ます。

ಉ૭ձϗʔϜϖʔジはಉ૭ձの
活ಈঢ়گや情報がϦΞϧλΠϜ
で഑৴されております。ಈըも
お しָみいた͚ͩ ます。
ੋඇϗʔϜϖʔジをごཡくͩ さい。

౰બ൪߸ͷ
֬ೝํ๏

Ѽ໊୆ࢴͷ
*%φϯόʔΛνΣοΫ

ϗʔϜϖʔδͰ
౰બ൪߸ΛνΣοΫ

ϓϨθϯτ
ൃૹ

౰ͨͬͨํ͸同窓会事຿ہʹి࿩Ͱ࿈བྷ
5&-���2�7������2�ड෇ɿ݄ ʙ༵ۚ೔10ɿ00ʙ1�ɿ00

椙山同窓会Ͱࡧݕ IUUQ:��XXX�PH�TVHJZBNB-V�BD�KQ�JUPHJLV�

�月9日のձ報ҕ員ձにて

ੀ山���೥ͷาΈʢදࢴΑΓʣ˗ر๬ʢͷͧΈʣ�߸ͱϗʔϜϖʔδίϥϘاը
なんͩか小さいࣸਅがいっͺいʜ、ࢴճのදࠓ
もしかしてʁとؾ෇いた ʂํ ͦ͏ なんです。૑ཱから
現ࡏまで、椙山ঁ学園の110年の歴史を110ຕ
のࣸਅでදしてみましたʂ ࣸਅ１ຕ１ຕをݟてみΔ
と、生ె達ɾ先生ํのごۤ࿑や活ಈにܟҙを෷Θͣ
にはいられまͤん。さらにະ来΁とر๬をًかͤ、
฼校がますます発展してい͖ ますよ͏ に～ʂ

"৆͕౰બͨ͠ ��໊த໊̒ͷํ͔ΒΞϯέʔτͷճ౴͕ಧ ·͖͠ ͨɻ
๬（のͧみ）についての感૝（抜粋）ر
˔฼校の様子や発展を஌Δことがで͖ ಉ࣌にಉ૭生のํ々のछ々の෼໺のご活༂に感心して、ಉ૭生としてとてもخしくތりにࢥいます。
˔椙山60प年の歴史をಡんで椙山中学にೖ学したࠒをࢥい出し、ͣ いͿんջかしくࢥいました。
˔いくつになっても໨ඪを࣋ͪ をྗ߹Θͤࠔ೉をのりこえΔʮ人間になΖ͏ ʯをಡんでલ޲ に͖生 よ͖͏ とࣗ ෼にݴいฉか まͤした。

ʮ っ͖ͪ りʂ ஏͣかしくない文ষがॻ Δ͚ʯʮ΅͚になりやすい人なりにく人ʯ
ʮΘたしはマϥϥʯʮѪすΔとい͏ ことʯʮμʔϦンは֎ࠃ人ʵϕϧϦンにおҾӽしɻ ʯʮ一路 上ɾԼʯ

͍ͭʹਓ৘ใͷऔΓѻ͍ݸ ˔  ͯ˔
学園ಉ૭ձでは、ݸ人情報についてҎԼのํ਑でऔりѻいいたします。ᶃ情報のऔりѻいについては๏ྩͦのଞのൣنをݫकしま
す。ᶄ学園ಉ૭ձで皆様のݸ人情報をおਘͶすΔࡍはごࣗ਎のҙࢥでごఏڙくͩ さいますよ͏ おئいいたします。ᶅ皆様のݸ人情報
はձ報の発ߦおよͼ֤छࣄߦ等のごҊ಺、また皆様に࿈བྷをとΔඞཁが生じた৔߹Ҏ֎での࢖༻はいたしまͤ ん。

にあたって、ʮ૑ཱ110प年ͩからこͦ࡞๬５߸の੍ر
ʠ人間になΖ͏ ʡにয఺を౰てましΐ͏ よʯとఏҊしたのが
ฤू௕でした。ձ報ҕ員ͻとりͻとりがʮ椙山歴史文化
ؗʯを๚Ͷて学園の歴史を学ͼ、୲౰のϖʔジをऔࡐɾ
ࣥච。みんなでҙݟをͿつ͚߹いながら、よ͏ やく׬成
したのです。ʜฤू௕、あなたの૝いが結 し࣮ましたよʂ
このʮر๬５߸ʯを、य़の෩にแまれてఱࠃ΁ཱཱྀって
いったฤू௕に๋げます。

学園૑ཱ���प年εϖγϟϧ
「図書カード＆椙山女学園 
オリジナルストラップ」プレゼント！
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